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親代わりだった魔術の師匠に、愛されてしまいました







プロローグ







　強力無比な魔術師団を擁し、武力によって繁栄を手にしてきたアレス王国。

　その辺境の地に、「英雄」と謳われた魔術師が住む小さな家がある。さらに家の裏手には洞窟があり、そこで英雄は日々、精神を研ぎ澄ましているという。

　足を踏み入れるのも憚られる神聖な地。人々はその地をそう呼び、畏敬の念をはらっている。

　が――。

「ん……あ、やぁ……」

　今、洞窟からはおよそ神秘とはほど遠い甘い声が、漏れ聞こえてきていた。

　洞窟の奥の地面には、ベッドほどの大きさの岩が置かれている。その表面は磨きぬかれたように滑らかで、どこか祭壇や舞台を思わせる。

　その上に、一人の裸の男があぐらをかいている。そして、その脚の上には、同じく裸の少女が座っている。

　男は背後から手を伸ばし、少女の胸の辺りをなぞっていたかと思うと、今度は下腹部に触れ、流れるように脚のつけ根を撫でる。彼の手が動くたびに生じる快感を逃すように、少女は身を捩る。

　だが、やがて耐えられなくなったように、彼女は男のほうにわずかに振り向いた。

「カロル……もう、いい加減に……してください……」

　弟子の少女――スティーリア・プルウィことティアの懇願に、カロル・キーニスは薄い笑みを浮かべた。

「駄目だよ。これは『瞑想』。周囲と一体になることで自然から魔素を取り込み、自身の内で魔力を生成する大事な行為だからね。まだまだ、全然できてない」

　それは、魔術師にとっての肝である、とカロルは常々言っていた。

　しかし、そうは言いながらも彼は、ティアの形の良い胸に手を添え、緩急をつけて揉みはじめた。

「んう……だったら、もっと真剣に……」

　快感を堪えるように唇を噛み締めながら、ティアは抗議を続ける。

　そんな彼女を嘲笑うかのように、カロルは耳に息を吹きかけてきた。

「ああ……！」

「……真剣に決まっているだろ？　中途半端な気持ちで、君に触れようなんて思うものか」

「そういう意味じゃな……」

　キュッと胸の先端を摘ままれ、ビクビクッと体が震えた。一気に快感が込み上げてきて、ティアは言葉を失う。

「それに、言っただろう？　この瞑想は周囲と一体になることが大事なんだ。僕はまだ、君と一体になれたとは思っていない」

　呟きと共に、カロルはキスをティアの首筋へと落とす。そのまま吸われ、またティアの体がぴくり、と反応する。

「あ……う……」

　少しずつ、頭がぼーっとしてくる。

　正直、彼に愛撫されるのは、なんとも心地がいい。だから別に、全てを委ねてしまったっていいのだ。

　けれど、心のどこかが、それを否定する。いや、正確に言えば、信じられないのだ。

　アレス王国が誇る伝説の魔術師、英雄カロル。

　彼はティアの師にして、親代わりの存在だ。そんな彼と、こうしているなんて、いまだに信じられない。

　だって、彼と出会ったときは――。

　ぼんやりする意識の中、ティアはカロルと出会ったときのことに思いを馳せた。




◇◇◇




　――あなただけでも生き延びなさい。

　それは、ティアが十歳のころのこと。薬の調合を仕事としていた両親の植物採集に、ティアが付き添ったとき。三人でいたところを、魔物に襲われた。

　両親はティアを庇うようにして傷つき、死の間際にその言葉を残した。

　魔術は、迷いのない心を原動力とする。

　皮肉にも、ティアの魔術の才が開花したのは、両親の死がきっかけだった。両親の言葉を実行するため、生き残るため、彼女は無意識的に魔術を発動し、魔物を撃退。

　そして彼女は家に帰り、たった一人、魔術によって生き続けた。

　魔術師は、空気中の魔素を取り込み、体内で魔力を生成する。魔素にはある程度の栄養があるらしく、うまく取り込んでいれば死ぬことはないとされる。

　魔術師の中には、その境地を目指そうとする者もいるが、本当にそれを実行するのは本来、狂信的に魔術を極めんとする者たちだけだ。

　しかし、ティアはそれを実行していた。彼女には、並外れた魔術の才能があったのだ。

　ただ、意識的にコントロールできていたわけではなく、ほとんど無意識だった。ティア本人としては、半ば眠っているような心地だった。

　そのため、様子を見にきた村人を魔術で威嚇してしまうこともあった。いつしか村人たちは近寄らなくなった。




　そうして、五年の月日が経った。

　もはや、何のために生きているのかわからない。文字通り、ただ生きている。あるいは、魔術に生かされている。

　このまま永遠に、変わらぬ日々が続くのだろうか。

　そんな風に思っていたとき、足音が近づいてくるのがわかった。

　けれどティアは、顔を上げることもしない。家の一角に、ただダラリと座っているだけ。

　足音は、軽やかに近づいてきていた。恐れなど、まるでないように。

　それだけで、村人たちではないと確信できた。

　やがて足音がティアの傍まで来ると、自動的に魔術の威嚇がはじまった。迷いこんだ人間ならば、これで逃げるだろう。

　だが、足音は途切れることなく、むしろ楽しげに近づいてきていた。

「こんにちは、お嬢さん。まだ、生きているかな？」

　それは、ずいぶん久しぶりに聞いた、人の声だった。しかも、話しかけられるなんて。

　自分の中で、何かが目覚めたような気がして、ゆっくりとティアは顔を上げた。

　目の前にいたのは、若い男だった。二十代中盤といったところか。茶色い髪は短めだが、前髪がやや長く、目元が隠れそうになっている。ローブを羽織っているため体はハッキリとは見えないが、華奢に見える。それでも弱々しい感じはなく、むしろ芯のようなものを感じさせる。おそらくは、強大な魔力が渦巻いている。

　ただティアは、彼の目に魅了されていた。自分をまっすぐに見据える、空を思わせる青い瞳。それはとても雄大で、自分を包み込んでくれそうな気がした。

「あ……な……」

　あなたは誰、と問おうとしたが、声がうまく出ない。彼はそれを聞き取ろうとしてくれたのか、しゃがんで視線の高さを合わせつつ、顔を近づけてきた。

　そのとき、魔術が反応して光の矢が彼に襲いかかった。けれど彼は視線を向けすらしない。ティアのほうが驚いてしまったが、矢は彼に触れる前に霧散した。まるで見えない壁に弾かれたように。

　だがこれで、自分は彼の敵となってしまったのではないか。そんな不安がかすめる。

「……うん。素晴らしい魔術の才だ」

　そんなティアの懸念とは違い、彼の空を思わせる瞳は、輝いていた。

　彼の手が伸びてくる。ビクリ、とティアは体をこわばらせたが、その手はティアの頭へと置かれ、ゆっくりと撫ではじめた。

「よく頑張ったね。もう、怖がることはないよ」

　その一言に、ティアは呆然とした。それはもしかしたら、ティアが最も求めていた言葉だったかもしれない。だからこそ、すぐには受け入れられず、それでも、それは確実にティアの中に染み渡っていった。

　彼女の頬を、一筋の涙が流れる。ようやく、全てが報われた気がした。

　それを見ていた男は、穏やかな笑みを浮かべて立ち上がった。

「さて、僕は今、弟子を探していてね。君さえよければ、一緒に来るかい？」

　頭に置いていた手を、今度は目の前に差し伸べてくる。

　ただ過ぎていくだけだった日々。それはこの先も、ずっと続くと思っていた。

　けれど今、目の前に差し出された手を取れば、何かが変わる。それはまぎれもなく、ティアの無色の世界にさしこんだ光だった。

　何のためらいもなく、ティアはその光へと手を伸ばす。手と手が触れ合うと、そのまま握られ、伝わってきた体温に驚いてしまった。

「そうだ、まだ名乗っていなかったね。僕は、カロル・キーニス。君は？」

「……スティーリア。スティーリア・プルウィ」

　かすれそうになるのをどうにか堪えながら、声を絞り出す。すると、彼は嬉しそうに笑った。

「そうか。なら、ティアと呼ぶことにしよう。今日からよろしくね、ティア」

　そうして、ティアはカロルと行く道を選び、二人は師匠と弟子になった。

　ただティアにとってはそれだけではなく、彼は、自分を救い出してくれた恩人で、親か、あるいは兄のような存在。

　ずっと、そう思ってきた――。




◇◇◇




「ティア？　ティーア」

　耳元で名前を呼ぶ声が聞こえ、ティアはハッとして振り向いた。

　思った以上に、カロルの顔が近くにある。きれいな空色の瞳に見つめられ、息を呑んだ。

「また、違うことを考えていたね？」

「あ、えっと……」

　考えていたというよりは、ぼーっとしていて思わず浮かんだ、というほうが正しい。しかしカロルはそんな言い訳など最初から聞く気がなかったようで、いたずらっぽく笑った。

「いいとも。どんな状況であれ思考を止めないのは、魔術師としては素晴らしい。その点、君は賢い。だからこそ、夢中にさせてみたくなる」

「カロ……ル……？」

　言葉の後半、彼の声が妖艶さを帯びた気がした。

　それに気を取られているうちに、カロルの手がティアの下腹部――さらにその先、秘所へと迫る。

　カロルの丁寧な愛撫によって、そこはすでに濡れていて、指が触れた瞬間、かすかな水音をたてた。

「あ……」

　それを認識して、ティアの頬が赤く染まる。

　さらにその羞恥を煽るように、カロルの指が秘裂をなぞり、もう片方の手が胸を揉み始めた。

「ふあ……あ……」

　一気に快感が込み上げてきて、蜜が漏れ出てくる。それに伴ってカロルの指先が奏でる水音が増し、ますますティアは淫靡な世界へと誘われる。

「カロ……ル……ここで、これ、以上は……」

　この洞窟は、普段彼が瞑想を行う神聖な場。そこでこれ以上の痴態をさらすわけにはいかない。

　弟子として必死の説得を試みるが、聞く耳を持たないとばかりに、逆にティアの耳を食んでくる。

「ああっ……」

　秘裂をいじる手も、胸をもてあそぶ手も、まるで休まらない。翻弄され、ティアは自身が熱を帯びていくのを感じていた。

「君なら構わないさ。……いいや。君だからこそ、僕はここで一体になりたい」

　耳元で囁かれる声。それもまた、身悶えするような熱を孕んでいる。

　そしてその瞬間、ティアは、自分の下から何かが突き上げてくるのを感じた。それは、硬く大きくなりつつある、カロルの男の証だ。

　彼は本気で、自分と交わろうとしている。そんなふうに思った途端、嬉しさのような感情が込み上げて、ティアは蜜を溢れさせる。

　カロルもそれを感じ取ったのか、口の端を吊り上げた。

「そろそろ、ここにいってみようか」

　するり、と彼の指が秘部へと侵入してくる。長くしなやかなそれは、まるで生き物のようにティアの中を探り、掻き乱していく。

「んああ……！」

　やがて、これまでより一段上の快感が、ティアの全身を駆け巡った。

「そうか。ティアは、この辺りが感じるんだね？」

　弱いところがあれば、徹底的に攻める。戦場さながらのスタンスで、カロルはティアを翻弄する。そうして下腹部に意識を持っていかれていると、もう片方の手が胸の先端を摘まむ。

「やっ……！」

　意識がそちらを向いたと見るや、また秘所への攻めが苛烈になる。

　もはやティアは完全に、カロルの掌の上だ。けれど、それが心地いい。

　水音が大きくなり、互いの呼吸が荒くなっていくとともに、体の奥底で、何かが弾けそうになる。

「ああ、カロル……私、私……！」

「いいとも。このまま一度、イクといい」

　とどめと言わんばかりに、カロルは秘部に潜り込ませていた指を、激しく抜き差しする。

「ん、あ、あああっ！」
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　次の瞬間、ティアは頭を真っ白にして果てた。

　一気に押し寄せた快楽の波に、ほとんど何も考えられなくなり、カロルに身を預けるようにする。

　荒く呼吸をしながら、間近に感じる彼の体。いやむしろ、その境界があいまいとなり、溶け合っていくような気さえする。

（これが……一体になるということ……？）

　何か、夢の中にでもいるような心地がする。

　いっそ夢だと言われた方が、まだ説得力があったかもしれない。

　師匠であり、親代わりでもある国の英雄、カロル。

　彼とこんな関係になるなんて、ティアはまるで思ってもいなかったのだから。








第一章









　冬の寒さが落ち着き、外に出たときも心地よさを感じるようになった。暖かさを孕んだ風が吹き、動植物の目覚めを促していく。

　そんな春の青空の下、ティアは一人、神経を研ぎ澄ましていた。

　ここは、カロルと暮らす家の庭。その一角で彼女は、一本の丸太と向き合っていた。

　人の背丈ほどもある丸太は器用に地面に立てられており、人同士が対峙した状況が、疑似的に再現されている。

　つまりティアにとって丸太は、仮想敵といえる存在なのだ。

　その敵を倒すイメージをつくりあげたティアは、丸太目がけて魔術を放つ。

　何枚もの光の刃が襲い掛かり、縦に横に、丸太を切り裂いていく。

　ガラガラ、という音と共に人の背丈ほどもあった丸太が崩れ落ちる。そして地面に散らばった木々は全て、きれいな薪の形となっていた。

「ふぅ……薪割り終了」

　ひとつ息を吐いてから、ティアは薪を回収していく。

　この「薪割り」は、魔術師の師匠であるカロルが日課として出した魔術の訓練である。「人」に見立てた丸太を、いくつもの薪になるように魔術で切り裂く。

　言うだけなら簡単だが、当初は思ったよりも繊細で難しく、習得できるまでにそれなりの時間がかかった。この丸太を集める段階で行った、魔術で大木をなぎ倒す作業のほうが、ティアとしてはやりやすかった。

　しかし、戦場での魔術としてはこの「薪割り」のほうが役立つ、とカロルは語っていた。

　魔術の発動に、迷いは禁物。だが、熟練の魔術師であっても人を攻撃する際には多少の迷いが生じる。だから、日頃から丸太を「人」に見立てて訓練する。そして本番では、人を「丸太」に見立ててしまえばいい。

　ついでに、ここでできた薪は、近隣の村に届けてやれば、年配の人間が多い村人たちは負担が減って喜ぶ。

　話しているとき、カロルは怖い顔をしていたが、結局のところは「ついで」のほうが主な目的だろう。三年彼と一緒に暮らしてきて、それぐらいのことはわかるようになった。

　集めた薪を束ねて、すでに積んであった薪の山に加える。だいぶたまってきたので、あとで村に持っていこうと思う。村までは、歩いて二十分ほど。当然、手に持ってはいけないので、魔術で運ぶ。移動魔術の要領で、これもまた訓練になる。

　その前に、家事をすませておこうと思ったティアは、一度家の中に入った。

　洗濯や掃除、料理の支度。こういった家事には、魔術は用いない。

　というのも、魔術は魔術師が戦闘で用いることを目的とした技術だからだ。もとは魔物討伐のために研鑽されたものが、やがて人に向けられた。

　そうした背景があるためか、魔術は日常生活とはやや切り離されている感がある。

　ティアが拾われてこの家にきた当初は、カロルにもそうした側面があった。

　魔術の鍛錬では厳しく冷たく、それ以外では優しく穏やかだった。

　はじめこそどちらが本性なのかと困惑したが、しだいに後者がそうなのだとわかってきた。その証拠に、魔術の鍛錬においても優しさを見せるようになり、今の薪割りのような、生活と結びつく鍛錬法も取り入れ始めた。

　そして今では、ティアの自主性に任せてくれている。これを言われたときは、弟子として見限られたのかとも思ったが、信頼しているからだ、と彼は頭を撫でてくれた。

　その信頼に応えたい一心で、ティアはカロルに教えてもらっていたとき以上の熱心さで、魔術の鍛錬に打ち込んでいる。

　そうして彼との生活は、非常にうまく回っている。連れてこられてすぐのころは、ティアも彼に心を開かなかったが、今ではもうすっかり打ち解けている。

　しかし、最近の彼女は、ひとつ悩みを抱えていた。

　ほかならぬ、カロルに関することだ。

　彼は今日、家の裏にある洞窟で「瞑想」を行っている。

　そのことを考えて、ティアは大きくため息をついた。




　やがて家事も一通り済んだので、あとは村に薪の束たちを届けるだけになる。

　が、その前に瞑想中のカロルにそのことを伝えなくてはならない。

　そもそも、集中しているであろう時に声などかけていいのか、と思うが、出かける際は一声かけるよう言ってきたのは当のカロルだ。

　なんでも彼は瞑想中に様々な気配を感じており、それにはティアも含まれている。なので、急にいなくなられると、かえって気が散ってしまうということだった。

　つまりは今この瞬間も、カロルはティアを感じている、ということになる。

　そこまで考えて、ティアは胸が高鳴ってくるのを感じた。

（ああ、まただ……）

　これこそが、ティアの最近の悩みだった。カロルのことを考えると、何か、高揚というか興奮というか、とにかくみょうな感じがする。

　結果として何となく、カロルのことを避けてしまっている気がする。

（弟子として、失礼極まりない……）

　自らを叱咤するように軽く頬を叩き、ティアは裏手の洞窟へと向かった。




　洞窟、とはいっても、カロルの家の裏にあるものは決して深くはない。おそらくは、十メートルあるかないかくらいだろう。

　狭さもそれほどではなく、カロルはある程度かがまないといけないが、それより背が低いティアは、わずかに姿勢を低くするだけで歩いていける。

　奥に進むと、他と比べて少し開けた空間に出る。その中央に、ベッドほどの大きさがある石が置かれており、カロルはその上に座り、瞑目している。

　どこか、教会に置いてある像を思わせるようなたたずまい。

　かつては、その神々しさに圧倒された。

　けれど今のティアは、少し違ったところに意識が向いてしまう。

　自然と一体になる効率を上げるため、と言って、瞑想中、カロルは服を身につけることを嫌う。

　要するに、今の彼は全裸なのだ。

　服の上からだと華奢に見えるが、脱いでみれば無駄なく引き締まっていることがわかる体。長く戦場に身を置きながらまるで傷のないその肌が、彼の圧倒的な実力をうかがわせる。

　その肉体は、彼の強さの象徴だった。そして、組んだ足の辺りには、彼の雄の象徴があって――。

（――って、だから私はどこを見ているの!?）

　慌てて視線をそらす。本当に、ティアは最近おかしい。

　彼女にとってカロルは、師匠であり親代わりだ。だから、その裸を見たとしても特別な感情は抱かず、むしろ畏敬の念のようなものさえ抱いていた。

　それが、今はどうだ。

　彼の肉体を見ていると、しだいに鼓動が速くなって頬が染まり、やがては視線が彼の股間部分へと吸い寄せられていってしまう。

　これではまるで、彼を「男」として見ているようではないか。

　動揺する自分を落ち着けるように目をつぶり、深呼吸を繰り返す。

「……ティア？」

　音が聞こえてしまったのか、カロルが声をかけてくる。瞑目したままだ。

「あ、し、失礼しました。えっと……薪がたまったので、村に渡してきます。戻ってきたらローブをお持ちしますので」

「ああ、わかった。ローブは気にしなくてもいい。もう、それほど寒くもないしね」

　あなたが気にしなくても、私が気にするんです！

　そんな言葉をのみこみ、ティアは足早に洞窟を後にした。

　放っておくとカロルは、全裸のまま家に戻ってきて、下手をするとしばらくそのままでいるのだ。彼自身はあっけらかんとしているが、それではティアの気が休まらない。

　まして、瞑想中ならばまだしも、家でとなると、余計に生々しさを感じてしまう。

　だから、彼が瞑想を終えるよりも早く戻ってくる。

　そう思いつつ、ティアは村へと向かった。




　薪の束はけっこうな数があり、ティアが一人で担いだり、背負ったりするのは難しい。なのでもちろん、ここは魔術の出番だ。

　移動魔術の応用で薪を浮かせ、村まで運んでいく。本来はこんなことをしていたら割とすぐに魔力が枯渇してしまうらしいのだが、ティアにその心配はない。

　普通、魔術師はカロルの瞑想のようなことを行い、魔力を貯蓄する。それから魔術を使い、蓄えたものをゼロにする。そしてまた補充する。その繰り返しをするうちに、蓄えておける魔力の総量や生成の早さが上がっていくらしい。

　特に魔力を蓄える方法は、魔術師によって千差万別。カロルの場合は、瞑想がそれにあたる。さらに彼は瞑想時に放出も行い、鍛えているらしいが。

　とはいえ、カロルも瞑想を毎日やるわけではない。魔力の生成は体力と神経をかなり消耗するので、そうそうできることではない。

　が、ティアの場合は違う。彼女は、一人で生きていたあの五年間、ずっとそれをやり続けていた。魔力の生成と放出。それは彼女にとって、ほとんど呼吸と同義になっている。

　――水に潜る前、僕たちは必死に息を吸って、潜ってからはそこで蓄えた息を消費していく。けれど君は、水の中でも呼吸ができる。それぐらいの差が、僕らにはある。

　かつてカロルは、そんな風にしてティアをほめたたえてくれた。もっとも、ただ長く潜っていられるというだけで、それ以外の技術は、カロルに遠く及ばない。

　それでも、こうして薪を運ぶことで村の人たちの役に立てるのなら嬉しいし、それでカロルが喜んでくれるなら、なお嬉しい。何より、あの五年間が無駄ではなかったと思えることが嬉しい。

　そうしている間に村に着き、ティアは村人たちに薪束を配っていった。

　さらには魔物の目撃情報がないかも聞いていく。カロルの家やこの村の近辺は、カロルのほどこした結界によって守られており、魔物が入ってくることはほとんどない。

　それでも、結界はいつまでも完ぺきというものではなく、どうしてもほころびが発生してしまうため、こうして定期的に聞き込みをしているのだ。

　そうした中で村人たちは情報と共に、食料などをティアに分けてくれる。カロルとティアは魔術で人々を助けているが、同時にその人々に助けられてもいる。

　どちらかに一方的に頼るのではなく助け合うこの関係は、とても好ましいものだとティアは思う。

　回る予定だったところはだいたい回ったので、そろそろ戻ろうと思ったのだが、いつのまにか村人たちがティアの周りに集まってきていた。

　子ども、下手をすれば孫までが王都など大都市に働きに出ている村人たちにとっては、ティアは近くに住んでいる子どものように感じるらしい。

　最初のうちはいろいろと話しかけられることが億劫だったが、今ではこうした世間話もいいものだと思っている。

　思っては、いるのだが……。

「よう、スティーリアちゃん。最近、カロルさんとはどうなんだい？」

「どうって……特に変わりはありませんよ」

「そうなの？　でも、二人もそろそろ将来のことを考えないといけないんじゃない？　たとえばほら、結婚とか」

　おじさんやおばさんに詰め寄られ、ティアは内心で苦い顔をする。この話、以前も違う村人からされたことがある。

　この国は優秀な魔術師団を擁し、戦いによって勢力を広げてきた。ただ、それは戦争が繰り返し行われてきたということであり、いつしかこの国の人々は、結婚し、子どもを残していくということを強く意識するようになった。

　だからこそ、カロルやティアのような結婚に興味のなさそうな人間を見ると、気になってしまうのだろう。

「結婚って……私はまだ十八ですよ？」

「そうねぇ……スティーリアちゃんはまだ少し早いかもしれないけど、カロルさんは二十八歳でしょ？　そろそろ、心配になってくるのよね」

　ぎゅっと胸を掴まれたような心地がした。

　ティアからしてみれば、カロルは親のような存在だ。だが村人たちにとっては、彼も結婚適齢期の「男」ということになるのだ。

　たしかに、その通りなのかもしれない。だけどその事実が、ティアの胸を締めつける。

　だってそれは、カロルが他の女性に取られてしまう可能性があることを、示しているのだから。

（――って、私は何を？　弟子なら、師匠の幸せを一番に考えるべきなのに）

「あれほどの男だ。その気になれば、相手なんていくらでも見つかるだろうにな。なんなら、うちの娘が帰ってきたときにでも……」

「ちょっと、私たちが言いたいのはそういうことじゃないでしょ。勘違いしないでね、スティーリアちゃん。……スティーリアちゃん？」

　いつのまにか上の空になっていたらしく、村人に心配そうにのぞき込まれる。ハッとしたティアは、強がるように笑った。

「わ、私そろそろ戻りますね。師匠の瞑想が、そろそろ終わるころですから。それでは」

　てきとうに挨拶をして、家の方へと踵をかえす。呼び止めるような声も聞こえたが、聞こえないふりをした。




　家への道を歩きながら、ティアは何度かため息をついた。

　結婚。いずれは、カロルもすることになるのだろう。本人から話が出たことはないし、そもそも興味もなさそうだが、彼の立場を考えれば、知らん顔もできないはずだ。

　そのとき、自分はどうなるのだろうか。弟子として、傍にいられるのだろうか。仮に傍にいられたとしても、お邪魔虫扱いされたりしたら、耐えられないかもしれない。

（……というか、最近はこんな話ばっかりされるから）

　少し前までは、村人たちはそれこそ自分を子どものように扱っていた。お菓子をくれたり、おもちゃをくれたり。当時は「子ども扱いしないでほしい」と反発したものだったが、今となってはあのときの扱いが懐かしい。

　最近では、みょうに色恋の話を振られるようになり、どうにも居心地が悪い。そもそもカロルとは、そうした話はまったくしてこなかったのだから。

　そして、これまで意識することがなかった分、逆に強く意識してしまっている。

　カロルもまた、一人の「男」なのだということを――。




　村人たちと話していたことに加え、帰り道も思考にふけって悶々としていたことで、やや帰りが遅くなってしまった。

　すぐにローブをカロルに持っていこうと考えながら、家のドアを開ける。

「やぁ、おかえり。遅かったね」

　目の前に、カロルの姿があった。それも、全裸の。

「きゃあああっ!?」

　さっきまで頭で考えていた人の、予想外の登場、しかも予想外の姿に、ティアはすっとんきょうな声を上げてしまう。村人たちからもらったものにかけていた浮遊魔術もとけてしまうが、それはカロルが魔術で浮かせて止めた。

「ど、どうしたのさ。そんなに驚くこと？」

「いや、だって、ど、どうして服を着てないんですか？」

「僕も今戻ってきたところなんだよ。そもそも、ここには僕らしかいないんだ。大した問題もないだろう。もう、そんなに寒くもないしね」

　浮かせたもらい物を巧みに仕分けながら、それぞれの場所に着地させるカロル。その様を見つつどうにか心を落ち着けようとするが、胸の鼓動はおさまらない。

「そ、それはそうなんですけど……」

　これがカロルに聞こえてしまうと、まずい。自分が彼を「男」として見てしまっている。そんな浅ましい考えを抱いていることが、バレるわけにはいかない。

　しかし、静めようとすればするほど、鼓動の音は大きくなっているような気がする。

　と、何かを感じ取ったのかカロルが顔を近づけてきた。

「……何かあった？」

「いえ、何も、ないですけど……」

　ついつい、ティアは一歩後ずさってしまう。すると、すぐにカロルが距離を詰めてきた。

「けど、遅かったよね？」

「村の人たちにつかまって……少し話をしていたので……」

　目の前にカロルの顔があり、視線を逸らそうかと思うが、間近で見つめられている中でそれをやると、誤解をされそうだ。彼と見つめ合うと、必然的に彼の体も視界の中に入るわけで……やっぱり目を逸らしてしまいたい。

「何の話を？」

「別に……世間話ですよ。カロルは元気かって、そんな話です」

　そもそも、彼はどうしてこんなに詰め寄ってくるのだろう。普段は、多少遅れるぐらいは気にしないのに。

「……今、若い衆が何人か村に戻ってきているだろう。彼らと会っていたのではないよね？」

　その問いかけに、ティアは首を傾げ、ようやく思い出す。そういえば、都市に働きに出ている男の人が何人か、家族の様子を見に戻ってきているらしい。カロルは「若い衆」なんて言ったが、彼とそう変わらない、二十代前半から半ばくらいまでの人たちだ。

　その話を、何日か前にカロルにされた。そのときに、会ってもあまり話さないように言われていたのだった。

　カロルは自分と同年代の男を嫌っているのか、ティアから遠ざけようとする。理由を訊いても、「彼らといても君のためにならない」なんて言われてしまう。

　数多くの戦場を経験し、達観しているカロルにしてみれば、普通の若い男は子どものように見えてしまっているのかもしれない。それで、その人たちと交わることで、ティアが彼らの側に染まることを心配している、ということだろうか。

「その人たちとは会いませんでした。心配はいりません」

　これは事実なので、ティアはハッキリと答えられる。

　すると、とたんにカロルが安心したような笑みを浮かべた。

「そうか、ならいいんだ。疲れているところを、すまなかったね」

「い、いえ……」

　カロルが距離をとったので、ティアはホッと息を吐く。おかげで、鼓動も落ち着いてきた。

「今日はティアに頑張ってもらったし、夕食は僕が作ろう……っと、その前に少し手紙を書いてくるね」

「え、なら料理は私がやりますよ」

　カロルが自分から手紙を書くことはないので、誰かから来た手紙への返事を書くということだろう。そして、彼に手紙を出すのはたいていが国の重要人物だ。

　料理なら普段からやっているし、少しでも彼の役に立ちたい。

「大した内容ではなかったから構わないのだけど、そうだね……じゃあ、一緒に作るとしようか。少しだけ、待っていて」

　先ほどまでの剣幕が嘘のように穏やかな笑みを浮かべて、カロルは自室に入っていった。

　彼を見送って、ティアは嘆息した。

　まさかカロルが、あんなことを訊いてくるなんて。

　でも、村のおじさんやおばさんも、都会に行った子どもが悪い遊びを覚えてくるんじゃないか、なんて愚痴をこぼすことがある。

　あるいはカロルも、そんな心配をしたのかもしれない。だとしたらやはり自分は、彼にとってまだまだ子どもということだろう。

　それに、自分がみょうな態度をとったことも、カロルの心配を加速させたはずだ。

　少しでも、彼に認めてもらいたい。

　そのためには、こんな浅ましい考えを抱いている場合ではない。

「……よし」

　一度深呼吸をして気持ちを切りかえたティアは、一足先に夕飯の支度に取りかかった。








第二章









　カロルの弟子として、ふさわしくある。

　それを第一に考え、ティアは日々を過ごした。

　余計な雑念が芽生えそうなときは、それを振り払うように鍛錬に打ち込んだ。

　かの英雄の弟子が、師匠である人間を「男」として見ているなど、ありえないと思ったから。

　けれど、一度意識した認識はなかなか拭えず、目を逸らそうと思えば思うほどに、むしろ意識してしまう。

　だからより一層厳しい鍛錬を己に課すことにし、丸太一本を相手にしていた薪割りは、いつしか丸太三本を同時に相手にするようになっていた。

　その日もティアは、瞬く間に丸太三本を無数の薪へと分断した。

　いつもと違ったのは、そこで拍手が鳴り響いたことだ。

　振り向くと、一人の男がいた。歳は、おそらくカロルと同じか、少し上ぐらい。人当たりのいい笑みを浮かべた、お調子者といった雰囲気の男だ。

「ヴェントさん……」

　ティアは、その人物を知っていた。ヴェントという名のカロルの友人で、こうして時折訪ねてくる。

　一見軽そうに見える男だが、これでも王都で国王の側近を務めているらしく、またカロルともある程度親しいことから、連絡係のようなことをやっている。

　つまり、友人とはいっても、気軽に会いにくるタイプのそれではない。

　先日はカロルのところに何やら手紙が来ていたようだし、何かあったのだろうか。

「よう、ティア。ちょっと見ない間に、ますます腕を上げたようだな。こりゃ、将来が楽しみだ」

「……ありがとうございます」

　褒められるのは嬉しいが、ヴェントはカロルとは違い口がうまい人間のため、半分お世辞ぐらいの気持ちで受け止めておく。

「君の師匠は、今日は家にいるのかな？」

「はい。今日は、書斎で研究を」

　魔術の原動力は想像力のため、極端な話、イメージさえできるなら、誰かに習ったりする必要はない。しかし、それでは技術として伝わらず、なかなか発展も見込めない。だからこそ、カロルのような凄腕の魔術師は、己がどう魔術を使っているかを理論として書き残す。

　それで後世の魔術師の迷いが減るのはもちろん、きちんと理解をすることで理論を記した本人もより早く、より確実に魔術を発動させることができるようになる。

　そうした行為を、魔術師たちは「研究」と呼ぶ。ちなみにティアは、大の苦手だ。

「ふぅん。いつからやってんの？」

「今日は朝からです」

　その返答を受けて、ヴェントは空を見た。太陽は、中天にさしかかろうとしている。

「りょーかい。なら、そろそろ話しかけても問題ないかね」

　ヴェントにそう促され、ティアはカロルへの取り次ぎを行った。

　部屋から出てきたカロルは、にこやかな笑みを浮かべていた。

「やぁ、ヴェント。わざわざすまないね」

「英雄様に呼びつけられたんじゃ、来ないわけにもいかないからな。国王様にも、早く行けってせっつかれたよ」

「どうにも手紙だけじゃ状況を把握できなくてね。君から直接聞いた方が、よほど早いし信用できる」

「そりゃどうも」

　終始笑みを崩さぬまま、カロルはヴェントを書斎へと招き入れた。最後にちらと彼が見てきたので、ティアは無言でうなずく。それは、しばらくこの部屋には近づかない、という合図だ。

　そもそもどうでもいい世間話ならば、彼はヴェントを部屋に入れず、リビングでそのまま会話をする。それを部屋に招き入れたということは、何かティアには聞かせたくない話ということだろう。

　カロルにはカロルの事情があり、たとえ弟子とはいえ、そこに深く立ち入るべきではない。

　普段のティアであれば、そんな風に考える。

　ただ……今日は、あの笑顔がみょうに引っかかった。

　あの笑みはヴェントというよりもむしろ、ティアに向けられていたような気がする。

　何も心配はいらない。そんなことを主張するような笑みだった。つまりは、こちらを安心させるための笑顔。

　魔が差した、とはこういうことを言うのだろうか。やはり自分は、どこかおかしいのかもしれない。

　普段なら外に出ているか、キッチンにいるかしているティアだが、今日は何となく、書斎のドア近くに立ってしまった。

　そして、耳を澄ます。この家はあまりしっかりとした造りではないから、わずかだが音が漏れ聞こえてくる。

　それでも、かすかに聞こえるだけだ。どうせ聞くならもう少しはっきりと聞きたいが、これ以上近づけばカロルに気づかれる可能性がある。

「……戦争……」

　ほとんどの言葉が聞き取れない中で、なぜかその単語はティアの耳にすんなりと入ってきた。

（せん……そう……。戦争？）

　ずし、と何かがのしかかってきたような気がした。

　戦争。また、戦争になる？

　ということは、以前の手紙はそれをカロルに伝え、参戦を願うものだったのだろうか。

　英雄カロル。彼は十歳での初陣を皮切りに、数々の戦いで人並外れた活躍をし、アレス王国を勝利に導いてきた。

　彼を擁していることはアレス王国の最大の強みであり、だからこそ武力を誇示するような形で、王国は繁栄してきた。

　アレス王国の戦いの場には、常にカロルの姿がある。そんな風に謳われるほど、彼は戦場に身を置いてきた。

　ここ数年彼がティアと一緒に過ごすことができたのは、たまたま戦争がなかったからだ。ティアを拾ったときも、彼はつい先日まで戦場にいたなどと語っていた。

　もし、アレス王国が戦争に乗りだすのであれば、カロルが参戦しないことは、ほとんど考えられないといっていい。

　ただ、今回わざわざヴェントが来たということは、カロルは参戦を断ったのだろうか。あるいは引き受けた上で、より細かいところを詰めにきたのだろうか。

　ティアが見ている限り、カロルは嬉々として戦争に行くような人間ではない。しかし、もし自分の力が必要であれば、迷うことはない。そういう人間だ。

　だからこそ、もし戦争があるのなら、彼はそこに赴くだろう。それはある意味では、仕方のないことだ。

　そう考えたときにティアが気になるのは、自分はどうなるのか、ということだ。

　先日、結婚について考えたのとはわけが違う。

　ティアは戦場で役に立つ能力を持っているし、なによりそうなるためにずっと努力してきた。

　もしこれで連れていかれなかったとしたら、何のための弟子だろうか。

　けれど、それならどうして……。

（私を、話から遠ざけたの……？）

　ティアの心の奥底に芽生えた不安は、体を蝕むように、しだいに大きくなっていった。




　やがて、話が終わったのかヴェントが部屋から出てきて、挨拶もそこそこに帰っていった。最後にティアを一瞬ジッと見つめてきたが、そこに何の感情があるのかはわからなかった。

「おや、ヴェントはもういなくなったのか」

　少し遅れて、カロルが部屋から出てくる。少しだけ顔が赤い。なにか、興奮するようなことがあったのだろうか。

「あ、はい……。お茶でもお出ししようかと思ったんですけど……」

「まぁ、あいつもあれで忙しい男だからね。今回は、少し悪いことをした。今度は、もう少しちゃんと出迎えてあげるとしよう」

　穏やかに笑って、カロルはリビングのソファに腰をおろした。

　そこにティアがカップを差し出す。話が一区切りついたら飲むかと思い、紅茶を淹れておいたのだ。

「ありがとう」

　紅茶を飲み、カロルがホッと息を漏らす。張り詰めていた糸が、明らかに緩んでいる。

　今ならば、さりげなく聞き出せるかもしれない。

　鼓動が速まるのを感じながらも、極力何気ない声色で、ティアは問いかける。

「それで……いったい何の話をされていたんですか？」

　瞬間、コップを持ち上げていたカロルの手が止まる。口元へと持っていこうとしていたそれを、静かに置いた。

「カロ……ル……？」

　しまった、と思ったときにはもう遅かった。

　ティアのほうを向いた彼の顔にはもう、先ほどまでの笑みはなかった。

「君には、関係のない話だよ。だから、気にしなくていい」

　その一言は、ティアの胸に深く突き刺さった。




◆◆◆




　夜。書斎で書き物をしていたカロルは、昼間に自分が発した一言を思い出していた。

　――君には、関係のない話だよ。だから、気にしなくていい。

　一言一句漏らすことなく脳内で再生して、彼はペンを置き、頭を抱えた。

「あああ～、僕はどうしてあんなことを～」

　隣の部屋にいるティアに聞こえないように、声をひそめて呻く。本当だったら、思い切り叫んでしまいたい。

　それもこれも、ヴェントが変な話をするせいだ、と彼は恨みを他に持っていく。そしてまた、彼との会話を思い返した。




「やはり、戦争になるのかい？」

　左右の壁が本で埋まった本棚となっているカロルの書斎。そこにヴェントが入ってくるなり、彼はそう訊ねた。

「ああ、大体は手紙で書いた通り、北の鉱山の利権問題だ。というか、利権問題になるように仕向けたってところだけどな」

「はぁ、まったく……」

　ヴェントが話題に出した北の鉱山は、かねてより隣国と採掘権をめぐってたびたび小競り合いが起こっていた。とはいっても暴力は用いず話し合いでの折衝が行われていたはずだが、ついに独り占めしたくなったというところだろうか。

「さすがに動揺したか？」

　手紙の返事では、こんな手紙ではなく直接説明をしてほしい、とのみ書いた。王国からしてみれば、カロルがうろたえているように感じたのかもしれない。

「いや……正直なことを言えば、よくもった方だと思っているよ。三年も戦争がなかったんだからね。ひどいときには、毎月のように戦いがあった。だからといって、一通の手紙で簡単に馳せ参じるなんて思われるのは、業腹だからね」

　カロルの初陣は十歳のとき。それから十代の全てと二十代前半のほとんどを戦争にささげてきた。戦場での生活の方が日常生活となっていたと言っても過言ではないくらいだ。

　だからといって戦場の方が落ち着く、なんてことはないし、機械的に参加を承諾するつもりもない。

「一応は、君の必死の説得によって承諾した、ということにしておこう。そうすれば君の手柄にもなるし、参陣だってある程度は遅らせられる」

「そんな手柄はいらねぇよ」

「いるさ。君には、もっと偉くなってもらわないと困る」

　ヴェントもまた、戦に明け暮れるこの国の現状を憂いている。移動魔術が得意な彼は、国内はもちろん、国外のあらゆる土地に飛び、外交を行っている。それはカロルにはできないある種の戦いであり、同い年でありながらその分野で才能を発揮するヴェントのことを、カロルはとても尊敬している。

「偉くっつっても、そんなすぐに国は変えらんねぇぞ？」

「わかっているさ。それでも、発言力は少しでもあったほうがいい」

「……たしかに。なら、ありがたく頂戴しますかね」

　いたずらっぽく笑ったヴェントだったが、ふとその表情をまじめなものにした。

「……今回の戦争、結局お前が出るんだよな？」

　その問いかけの意味するところを、カロルはすぐに察した。そして察したからこそ、迷わずに頷く。

「もちろん。僕が出るよ」

「結局弟子は秘蔵のままか。まぁ、そのほうがお前らしいんだけどな」

　正直に言えば、カロルは戦いの日々に嫌気がさしていた。疲れた、とかそんな生やさしいものではない。もう、戦うのが心底嫌だ。その思いは思ったよりも重症で、最近では魔術で何かを攻撃しようとすると、拒絶反応を起こすほどだ。だから魔物だって結界で侵入を拒むにとどめ、討伐は行っていない。そしてこれはまだ、誰にも明かしていない。戦いに嫌気がさしていることは伝えているが、よもやここまで思い詰めているとは思わないだろう。

　そんな状態だからこそ、カロルは弟子を探すことにした。ようは、自分の代わりに戦争に行ってくれる人間を求めたのだ。可能であれば、新たな英雄となってくれる人間を。

　だから、ティアを見つけたときは運命だと思った。自分を超える可能性が十分にある天才。当初の予定では、三年もあれば、彼女を戦士として仕上げられるはずだった。

　だが、その計画は即座に頓挫した。カロルは、そこまで非情になれなかった。ティアには、戦士になどならずに幸せに生きてほしい。そのためなら、自分が戦争に行く。そんなふうに思うようになった。

　そしてヴェントは、その覚悟を知っている。

「実際、ティア――ごほん、スティーリアの才能は大したものだと思うがな」

「なんで今言い直した？」

「お前が睨むからだろうが」

「僕が？」

　そんなつもりはなかったのだが。とはいえ「ティア」という呼び名は特別だ。カロルを除けば、彼女のことをそう呼ぶのは彼女の両親だけだ。そしてその両親がもうこの世にいない以上、ティアと呼ぶのはカロルだけということになる。正直そのことを、カロルは嬉しく思っている。

「……まぁいい。とにかく、スティーリアの魔術の才能はさすがだよ。もし俺が彼女と戦ったとしても、手も足も出ないだろう。けど、やっぱりお前はそれを望まないんだな。あの鍛錬法は、そんなに戦闘向きじゃない」

「ああ。ティアには一応戦闘を想定しているように説明したけど……バレてるかもしれないな」

「それであんだけ愚直にやってくれるんだから、かわいいもんだよな。まして、あれだけ美人に育ったとなればなぁ……」

　瞬間、カロルはヴェントを睨んだ。今度は、はっきりと自覚した。なんとも言えない苛立ちが、心の奥底から湧き立ったのだ。

「君……彼女をそんなふうに見てたのか？」

「こえぇよ。睨むなよ。そんなわけないだろ。素直に褒めただけだっての。……お前さ、戦争に行ってる間の彼女のこと、ちゃんと考えてるか？　一人にしとくってのも、流石にかわいそうだろ？」

「それは……」

　ヴェントに問われ、黙りこんでしまう。考えていなかったわけじゃない。けれど、なかなかいい考えが浮かばなくて、いつしか彼女ならば大丈夫ではないか、なんて楽観的に考えて、目を逸らすようになってきていた。

「どれぐらいの期間戦いが続くかわからないし、終わったとしてもすぐに帰れるわけじゃない。それに、万が一のことだって……。お前なら、わかってるはずだろ？」

「それは、わかってるさ……」

「だったら、近くの村の誰かに預けるとか。いや、あの子の将来のことを考えるなら、いっそ結婚っていうのもアリかもしれないぞ？　お前が口をきけばいくらでも――」

「ダメだ」

　思った以上に低く重い声が出て、自分でも驚いた。大声を出さなかったのは、最後の理性だろうか。

「お前……」

「彼女を誰かに預けるなんて、認められない。ましてや、結婚なんて考えられない」

　言いながら、何か怒りのような感情がふつふつと沸き上がってくるのを感じた。なにか、経験したことがない感情だ。様々な感情が渦巻く戦場でも、経験したことがない。だからこそ、自分でも制御しきれなかった。

「……本当にそれでいいのか？　あの子はきっと、一人でお前を待ち続けるぞ」

　このことに関しては、ヴェントのほうがはるかに冷静だ。きっと彼の言うことのほうが正論なのだろう。それでも、やはり納得ができない。

「……とにかく、このことは考えておく。今は、それでいいだろ？」

　我ながら、苦しまぎれの言葉だ。でも、これが最大限の譲歩だった。

「まぁ、お前らの問題だから、俺からとやかく言いすぎるのもな。しかし、まさかお前がこんな親バカになっちまうなんてな。わからんもんだ」

「親バカ……」

　ヴェントの呆れたような物言いに、カロルも苦笑するしかなかった。




「……親バカ、か」

　昼間、ヴェントが言っていたことを反芻する。結局のところ、この感情の正体は、そういうことなのだろうか。娘を嫁にやりたくない父親の心境。話には聞いたことがあったが、こういう感覚なのだろうか。

　昼間感じた感情は、いまだに心のどこかで渦巻いている。うまく処理ができず、だからティアに話の内容を訊ねられたときには、ひどい態度をとってしまった。それについては、深く反省しなくてはならない。

　それにしても、これは深刻な問題だ。

　ティアを、戦争に連れていくわけにはいかない。これはもう、決めたことだ。

　かといって、誰かに渡すというのも……。

「ええい、ダメだダメだ。やっぱり、それは無理だ」

　彼女は、自分の大事な娘だ。おいそれと、他人の手に委ねるなど――。

「……娘？」

　そこまで考えて、違和感を覚えた。親バカと言われたせいで自然と「娘」という単語が浮かんだが、それがどうもしっくりこない。

　自分は、ティアのことを娘とは考えていないのだろうか。では、何だと思っているのだ。

　まさか――。

　思い浮かべた仮説を、カロルは首を振って霧散させる。

　そんなことが、あっていいはずがない。だけど、そう考えるとしっくりきてしまう。

「まったくもって不可解だ……」

　魔術のことであれば、どんなことであれ理論化してみせる自信がある。しかし、この感情の正体については、まるで説明ができなかった。




◆◆◆




　ヴェントがカロルを訪ねてきてから、数日がたった。

　あの日以来、どうにもカロルの様子がおかしい。

　具体的に言うと、ティアに接するときの距離感が変わったのだ。以前に比べ、みょうに距離をとっているというか、一線を越えないようにしているというか。

　なんと表現すればいいのか、本当にこれまでは見たことがない奇妙な態度なのだ。

　今日、カロルは瞑想に行っているのだが、家を出ていくときだっておかしかった。

　普段なら全く気にするそぶりも見せず、全裸で家を出ていくのだが、今日はローブをまとっていた上に、ティアの視線を気にして、恥ずかしそうにさえしていた。

　はじめのうちは、「君には関係のない話だよ」と言ってしまったのを気にしているのかと思った。これまでもたびたびあったが、彼はティアに対し厳しい口調や態度をとったときに、一定期間落ち込むのだ。ただそのときはむしろ距離感が近くなり甘やかしてくるような感じになるので、今回とは異なる。

　本当にいったい、何を考えているのだろうか。

　もしかしたら、自分に隠れて戦争に行くための準備をしているのかもしれない。さすがにローブの中までは確認しなかったが、あそこに何かを忍ばせていたとか。

　そんなことはあってほしくないが、可能性としては十分あり得る。

（私は……そんなに信頼されてないのかな……）

　いっそのこと「君は戦場に連れていけない」と突きつけてくれたほうが、まだマシかもしれない。それはある意味では、ティアなら力不足の現実を受け止められるという、信頼の証だ。

　だが、それすらないのであれば。話すことすらできないと判断されているのであれば。

　それは本当に、信頼とは程遠い評価ということだ。

（私は、どうしたらいいんだろう……）

　考えたところで、打開策が思い浮かぶわけでもない。結局は、思考の堂々巡りになるだけだ。それでも、考えずにはいられなかった。

　コンコンコン――。

　そのとき、ドアをノックする音が響いた。

　瞬間的に思考を中断して、ティアは応対に動く。自分の考えにかまけて来客に失礼を働いたのでは、それこそカロルに失望されてしまう。

「どちら様でしょうか？」

　ドアを開けてみると、そこには近隣の村のおばさんの姿があった。ティアともよく会話をする一人だ。

「あ、スティーリアちゃん。ごめんなさい、突然。あのね――」

　その人の言うところによると、今日村の何人かで、森に山菜をとりにいった。そのときに、なにやらローブを着た人間がいたというのだ。

　迷った旅人かと思い声をかけたが、その人物はそれに応えることなく姿を消してしまった。

「……なるほど。わかりました。師匠に伝えておきます」

　ティアがそう伝えると、おばさんは安心した笑みを浮かべ、そのまま帰っていった。

「……不審な人影」

　近隣の村とカロルの家の傍にある森はかなり広大で、カロルですら全容を把握してはいないという。魔物も生息しているが、カロルの結界があるため、村や家の近くにはやってこない。それでも、人は別だ。かつても、どこかの国から流れてきた人間が、森に倒れていることがあったという。

　今回のも、もし遭難者だったら一大事だ。仮にそうでなかったとしても、確認はしておいたほうがいいだろう。

　基本的にこうした村人からの依頼は、全てカロルに伝え、判断を仰ぐことになっている。ただ……。

（今回も、それでいいのかな……）

　今日のカロルは瞑想中。その集中を妨げてまで、伝える必要があるのだろうか。

　それよりも、自分が行って解決すれば。そうすれば、彼に認められるのではないだろうか。

「うん、そうしよう……」

　普段のティアであれば、おそらくはしない決断。

　けれど、普段通りにしていたのでは、このまま何も変わらない。

　何かを変えるきっかけが欲しくて、彼女は賭けに出たのだった。




　日が傾きはじめ、闇に沈もうとしている森の中を、ティアは一人進んでいく。

　今さらではあるが、ティアがこの森に一人で入るのは、初めてのことである。いつも森に入るときは、カロルの後ろを歩いていた。ただそのときにも、彼がどうやって迷わずにいるのかは、きちんと観察していた。

　彼は、てきとうな間隔で木の幹に触れ、そこに己の魔力を流し、痕跡としていた。

　魔術師は、その者の力量にもよるが、ある程度魔力を感知し、辿ることができる。つまりは、自身の魔力による道しるべをつくっておくことで、最終的にはそれを頼りに戻ることができるのだ。

　ティアも忘れないように、魔力の痕跡を残していく。

（けどこれ……難しいな。うまく魔力を調整しないと、木を折ってしまいそうだし。そうなると、魔力も霧散しかねない……）

　見るのとやるのとでは、やはり違う。カロルは、まるで当たり前のようにさっさと痕跡を残していた。けれど自分は、それをやるたびに立ち止まってしまう。

　そうやって進むうちに、森はさらに薄暗くなってきた。

（今まで残してきたの……大丈夫だよね？）

　不意に不安を感じ、魔力探知を試みる。痕跡は、たしかに辿れる。が、ティアが感知したのはそれだけではなかった。

　大きな魔力が、すぐ近くにある。

「誰……!?」

　とっさに身構えつつ、魔力を感じた方を見る。

　暗がりで見づらく気づかなかったが、声が届くような距離に、ローブを着て、フードを目深にかぶった人間が立っている。ローブの色が黒いため、視界に入っても認識できなかったのだ。

「何者……ですか……？」

　人間は誰しも、多少は魔力を持っている。だが、ここまでの魔力を持つのは、まず魔術師だと考えていい。

「もしや……あなたは、キーニス殿の関係者ですか？」

　低い声がフードの奥から響く。男だ。警戒をとかずにいると、男は二、三歩前に踏み出しながら、フードをとった。

　現れたのは、三十代半ばと思しき男。顔が見え、距離が縮まったことでわかったが、だいぶ大柄だ。

「何者か名乗らない人に、答えるつもりはありません」

　キーニス。つまりは、カロルのことだ。彼の名前が出て、ティアはますます眼光鋭く、男を睨む。

　その雰囲気に戸惑うようにしながら、男は言葉を紡いだ。

「おお、これは失礼をいたしました。私はボーワ。隣国で、魔術師をしています。この辺りに、かの英雄カロル・キーニスが暮らしているという噂を耳にしまして、ぜひ弟子入りをしたいと思い、はるばるやってきたのです」

　大柄な男の予想外に穏やかな口調に、ティアは少しだけ肩の力が抜けた。

　それに、カロルに弟子入りを願い出てきた魔術師は初めてではない。これまでにも、アレス王国の魔術師が、弟子入りをしたいと家を訪ねてきたことがある。そのたびにカロルは、ティア以外の弟子を持つ気はない、と断ってきた。なので、仮に目の前の男がカロルのもとに辿りついたとしても、断られてしまうだろう。

「……我が師は、これ以上弟子を取る気はありません。申し訳ありませんが、お引き取りください」

　ティアの発言に、男――ボーワは目を丸くした。

「ということは、あなたはカロル・キーニスの弟子なのですか!?」

「はい。ですが、今申し上げた通り、我が師はこれ以上弟子を取る気はありません。お引き取りください」

「そこを、なんとかなりませんか。私は今年で、三十七になります。魔術師と名乗ってはいますが、決して成功しているわけではありません。ですが私の子どもは、私が凄腕の魔術師だと信じきっているのです。親として、子の期待に応えたい。英雄カロル殿にご指導いただければ、何かきっかけが掴めるかもしれない。その一心で、ここまで参ったのです。どうか、一目お会いするだけでも叶いませんでしょうか」

　ボーワはそう訴えながら、すがるようにティアのもとに近づいてくる。大柄な彼が近づいてくることにわずかな恐怖はあったが、それ以上にティアは、彼の話に同情してしまった。

　誰かの期待に応えたい。そのきっかけがほしい。その気持ちが、今のティアには痛いほどわかった。

「それは……」

「あなたは、カロル・キーニス殿の弟子なのでしょう？　どうか、お取次ぎを願えませんか？」

　ティアがためらううちに、ボーワはさらに距離を詰めてくる。やがてその手が、ティアの腕を掴んだ。

「あの……」

　さすがにこれは振り払おうとしたときだった。掴んでいたボーワの手に、ぐっと力がこもる。

「……本当に、カロル・キーニスの弟子なんだな？」

　その声音は、先ほどまでとは違っていた。目つきも、違う。これまでの穏やかさが嘘のような刺々しさ……殺気らしきものが、そこに宿っていた。

「あ……」

　ティアは、自らのまちがいを悟った。ボーワは、カロルに敵意を持った人間だ。そんな人物を相手に、自分はカロルの弟子であることを明かしてしまった。

　しかも、彼の話に同情し、接近まで許してしまった。その話も嘘であったことは、彼の顔を見れば一目瞭然だ。

　腕を掴んだ手の力は、どんどん増していっている。痛みを覚え、ティアは顔をしかめた。

「いや……放してっ……！」

「誰が放すかよ。ははは、カロル・キーニスの動向を探るだけのはずが、まさかその弟子を捕まえられるなんてな。ようやく……ようやく俺にもツキが巡ってきた。お前には、せいぜい役に立ってもらうぞ」

「くっ……」

　最悪だ。カロルの役に立つどころか、足を引っ張る事態になるなんて。なんとしても、この男から逃れなければならない。

　そのためにティアは先ほどから魔術を使おうとしているのだが、それがうまくいかない。頭が混乱して、意識の集中ができていないのだ。

　これはある意味で、彼女が経験する初めての実戦。まさかこんなにも、思い通りにいかないものだなんて。

「おとなしくしてろ。今はまだ、あまり傷つけたくはない。せっかくキレイな顔をしているんだからな。……そう、お前には、そっちでも役に立ってもらおうか」

　ボーワから向けられた視線に、ティアは寒気を感じる。彼が舐め回すようにティアの体を見ていくにつれて、それは大きくなっていった。

「な……なにを……？」

「女房に逃げられて、溜まってるんだ。わかるだろ？」

　わけがわからない。ティアはこれまで、他人の悪意というものに触れたことが、ほとんどないといっていい。カロルに出会うまでは一人で生きてきたし、彼に拾われてから出会った人々はいい人ばかりだった。

　だから彼女は今、生まれて初めて剥き出しの悪意と対峙している。それがまさか、こんなにもおぞましいものだったとは。

　ティアの目から、一筋の涙が流れる。

　ボーワがそれに下卑た笑みを浮かべ、彼女を引き寄せようとした、そのときだった。

　一筋の光の矢が森を斬り裂くように飛来し、ティアを掴んでいたボーワの腕に突き立った。

「ぐああっ……」

　ジュワッ、という焼けるような音が響き、ボーワは慌てて手を放した。ティアが解放される。

　とたんに、無数の光の矢が、ボーワめがけて襲いかかった。彼はとっさにローブで身を守ろうとする。魔術師がまとっているローブには魔力が込められており、攻撃魔術などから身を守る効果がある。

　光の矢はローブに当たり、その姿を消していく。だが、矢が突き立った場所は赤く赤熱したように痕が残った。無数の矢が刺さるうちに、それは拡大していく。

「ぐ……あ、ああ……熱い、熱いいぃぃっ！」

　ボーワは苦悶の声をあげ、ローブを脱ぎ捨てる。地面に投げ捨てられたローブは、ブスブスと音をたて、瞬く間に燃え尽きてしまった。

　それを見て顔を真っ青にしたボーワは、一目散に駆け出した。それをまた、新たな無数の矢が追っていく。

「うわ……うわぁぁぁっ！」

　絶叫と共に、彼の足音すらも聞こえなくなり、森が一瞬静まり返る。

　ティアが呆然としていると、また何かが近づいてくる気配があった。

　その存在を認識して、またティアは涙をこぼしそうになる。ただし今度は、安心の意味で。

　カロル・キーニスがそこにいた。

「ティア！」

　彼はティアを抱きしめ、優しく、けれど急いだ調子で語りかける。

「すぐにここを離れる」

　ティアは頷き、彼に身を寄せる。先ほどまでとは違う温かみが、体を包みこんでくれる。

　気づいたときには、ティアはカロルと共に家の前に降り立っていた。先ほどまでの出来事は、わずかな間の悪夢のような気さえした。

　だが、ティアの腕には、ボーワに掴まれていたときの生々しい感触が残っている。それが、あの悪夢が現実だったことを訴えてくる。

　カロルは一度ティアから離れると、森の方へと向き直った。それからしゃがみこんで地面に手を置き、何事かを唱える。

「……一時的に結界を強化した。これであの男がここや村に近づくことはない。後で改めて調整をして、魔術師を遠ざけるようにしておこう」

「……あの人は？」

　どうなるのか、あるいはどうなったのか、という意味で問いかける。

「……殺しはしていない。ただ、ある程度の負傷はしただろうからね。森の魔物から無事に逃げられるかは、保証できないな」

　それを聞いて、ティアは少しだけ安心してしまった。自分を助けるために、カロルが手を汚す。そんなことにはなってほしくなかったのだ。

「カロル……ごめんなさい……」

　ただ、彼に心配をかけたのは事実だし、手も煩わせた。ひたすら申し訳なく、ティアはとにかく謝罪の言葉を口にした。

　カロルから、どんな叱責を受けたとしても仕方ない。そんなふうに思った。

　が、カロルは彼女を再び優しく抱きしめた。

「いいんだよ、ティア。どこか怪我とかはしていない？」

　あまりに優しい声音に、ティアはまた泣きそうになってしまう。けれどそれをこらえて、「大丈夫です」と告げた。

「本当に、君が無事でよかった。謝らなければいけないのは、僕のほうだ。君が家を離れたことには気づいていたのに、すぐに動かなかった。しかも、君のもとにすぐに辿りつけず、怖い思いをさせてしまった。本当に、すまない」

　ああそうか、とティアは思う。カロルは瞑想中だったから、魔力を通して自分の存在を感知していたのだ。だから、移動したことは把握していた。それでいざ捜そうとしたのに手間どったのは、ティアの残した魔力の痕跡のせいだろう。不器用なせいで多量の魔力を残してしまったから、逆にカロルを惑わせてしまった。

　結局、ティアのミスなのだ。それでもカロルは、自分が悪かったと言う。その優しさに、ティアは感情がぐちゃぐちゃになってしまった。

「ごめん……なさい……カロル。私……私……あなたの役に立ちたくて」

　涙がポロポロと、ティアの目からこぼれる。

「大丈夫、大丈夫だよティア。君がいてくれるおかげで、僕は助かってる。そんな心配をする必要はないんだ」

　小さい子どもを慰めるように、カロルはそっとティアを抱きしめる。

　けれどティアは、それを少しだけはねのけるようにする。

「だったら……どうして、戦争の話をしてくれないんですか？」

　もう、あふれる感情をせき止めることができなかった。

　ティアの言葉を聞いたカロルは、目を丸くする。

「それは……すまなかった。戦場は、今日のような悪意に満ち溢れてる、ろくでもない場所なんだ。そんなところに、君を連れて行きたくはなかった」

「なら、そう言ってくださいよ！　最近のカロルは、おかしいです。話をはぐらかしたり、私のことを避けたり。だから私は、私は……」

「違う。そうじゃないんだティア。僕が君に伝えられなかったのは、戦争のことじゃないんだ。僕が伝えられなかったのは、つまりその、僕が最近君を……」

　そこで、カロルは言い淀んでしまった。その顔は、抑えきれない感情を押し殺しているような、そんな顔だった。そうした表情を、ティアは知っている。部屋の鏡で、見たことがある。自分が、カロルに「男」を感じて思い悩むとき。それと、同じ顔だった。

　しかも「最近」という言葉まで出た。まさか彼は……。

「もしかして……カロルは、気づいてたんですか？　最近の私が、カロルを男性として見てるって……。だから、私を避けて……？」

　思うとほぼ同時に、口から不安がこぼれ出てしまった。

「え？」

「ち、違うんです。だって、あまりに村の人が結婚とかの話ばかりするものだから――ああいえ、村の人たちのせいにしたいわけではなくて、私がいけないんですけど！　でもあの、自ら意図してそうなったわけではなくて、気づいたらなってしまっていて……。と、とにかく！　こんな浅ましい考えは早急に捨てますから、どうか、私のことは避けないでください！」

　いろいろと溜まっていた感情の発露。ほとんど考えるより先に言葉が次々と出てきて、言い終わってから自分でも驚いた。こんなに早口でまくしたてたのは、生まれてはじめてかもしれない。

　また、カロルを落胆させるようなことを口にしたのではないか。

　そんなことが頭をかすめた瞬間、彼がティアの両肩を掴んできた。

「つまりティアは……僕のことを、『父』や『兄』ではなく、『男』として見ているということ……？」

　そのものズバリ言われてしまい、ティアは赤面する。そして、ようやく気づく。

　カロルはティアの異変を感じ、瞑想していたところから慌てて飛び出してきた。

　だからつまり、いつもの通り、何も身につけていないわけで……。

「あ、あの……えっと、はい、その通りです。最近、カロルを見ていると、どうにも変な感じがして、特に瞑想の時なんて刺激が強くて。だからその、今も正直かなり恥ずかしくて」

　必死に彼から、目を逸らそうとする。が、次の瞬間、ティアはカロルに抱き寄せられた。

　彼のむき出しの肉体をすぐ傍で感じて、体温が一気に上昇する。鼓動も速くなり、彼に聞こえてしまいそうだ。

「か、カロル……？」

　まるで何かを噛み締めるように、彼はぎゅううっ、とティアを抱きしめる。それでも、痛みや嫌な感じはない。むしろ、彼の喜びのようなものが伝わってくる。

「そうか……君も、僕と同じ気持ちだったんだね。嬉しいよ」

「同じ気持ちって……え？」

　わずかに体を離し、カロルが至近距離で見つめてくる。美しい、空を思わせる目。雄大ゆえに普段あまり感情の宿らないその目に今、たしかな熱がこもっている。

「大丈夫。君のその想いは、決して浅ましいものなんかじゃない。今から、それを教えてあげるよ」

　言葉と共に、カロルの顔が迫ってきて、二人の唇が重なる。

「んあ……」

　呆けているうちに、カロルの舌が口内に侵入してくる。瞬く間にティアの舌を探し出し、絡まり合う。

　まるでむさぼるように激しく、けれど優しく。舌と舌を交わらせ、唾液を混ぜ合う。









[image: ]









「ん……あ……」

　己の体温が上昇していくのがわかる。それだけじゃない。カロルの舌も、熱くなっている。

　その舌は、ティアの舌を解放したと思うと、今度は口内を舐りはじめた。口中を掻き混ぜるように、暴れ回る。

「ん……ふ……」

　なんとも言えぬ快感が、しだいにこみ上げてくる。足が、かすかに震えてくる。

　空気を求めてか、カロルの口が離れる。その呼吸は、荒い。

「告白するよ……。僕はね、君とこういうことをしたいと思っていた。僕も、君を『女』だと思っていたんだ」

　また、口づけが交わされる。二つの舌が溶け合って、まるで一つになるような感覚さえする。

（カロルが、私を『女』だと思っていた……？）

　その言葉を反芻し、意味するところを理解しようとする。

　彼は先ほど、「僕と同じ気持ち」と言った。つまりそれは、ティアがカロルに対して抱いていた感情を、カロルもティアに対し抱いていたということ。

（ああ、そう、なんですね……）

　当然ながら、嫌な思いはない。むしろ、喜びがこみ上げてくる。この想いは、浅ましい考えなどではなかった。むしろ、カロルと通じていた。そのことが、たまらなく嬉しい。

「カロル……カロル……！」

　しだいにティアからも、求めるように舌を絡めていく。それに応じるように、カロルも吸ったり、食んだりと動きを加えていく。

　しばし二人は、そうやって熱を交換し合った。やがてカロルの手が、ティアの体をなぞるようにして――ぴたりと止まる。

「さすがにいきなり外というのは、ムードに欠けるか」

　カロルがキスをやめてしまったので、ティアはとろんとした目で彼を見つめる。もっとほしい。そんな思いが、体中からこみ上げてきていた。

　それに優しく微笑み、カロルはティアを横抱きの形で抱き上げた。

　そのまま家へと入っていき、カロルの寝室、そのベッドの上に寝かされる。研究を行う彼の書斎同様、多くの本に囲まれた、彼の私的な領域。ある意味では書斎以上に入る機会のなかった部屋に、足を踏み入れてしまった。

　寝そべるティアに覆いかぶさるような格好で、カロルもベッドに乗ってくる。改めて彼の裸体を間近にして、ティアの胸は高鳴った。

　カロルは器用にティアのローブを脱がし、ベッド脇に放り投げてしまう。白いハイネックと黒のスカートが露わになる。シンプルすぎるなんて言われることもあるが、ティアは気に入っている服だ。

　その服ごしにカロルは、ティアの胸に触れる。優しく触れていたかと思うと強く揉み、やがてまた撫でるような弱さになる。緩急をつけた動きに、しだいに快感を覚えていく。

「ん……あ……」

　少しずつ、声も漏れ始めた。それを愛おしむように、カロルが首筋にキスを落とす。

「かわいいよ、ティア……」

　直接的な言葉に、一気に頬が紅潮する。それを感じ取ったように、カロルが服の中へと手を滑り込ませた。お腹の辺りを撫でられて、くすぐったさを覚える。そのまま手は上に上がっていき、また胸を攻めはじめた。

　服の下、下着の上からだが、先ほどまでよりも強い快感を覚える。しかも、服の中でカロルの手が動いているという光景が、ティアを煽る。

「ん、や、カロル……」

　胸だけへの攻めでは物足りなくなったのか、カロルはもう片方の手でスカートをめくっていき、脚にも触れ始めた。まるで美術品でも愛でるように、あるいは、それが自分の所有物であることを確かめるように、彼はティアの脚をなぞっていく。

　それにみょうな気恥ずかしさを覚えていると、今度は胸に強めの刺激がくる。

「んあ……あぁ……！」

　たまらずに声をあげたところで、カロルの口が迫ってきて、唇を塞がれる。そのまま舌が歯列をなぞり、口内もまた掻き乱される。

　まるで全身をカロルの色に染められていくような感覚。

　絶え間なく込み上げてくる快感に、しだいに頭がぼんやりとしてくる。その中で、体の奥底に疼きを感じる。

　ああ、もっと、欲しい……。

　すでに十分にカロルに翻弄されながらも、ティアはさらなる悦楽を求めていた。

「カロル……もっと……」

　親鳥にエサを求める雛のように、ティアは甘えた声を漏らす。

　カロルはそれに口角を上げて応えると、彼女の服をめくり上げた。

　下着はすでにずれており、形の良い胸が露わになっている。カロル相手であっても、普段は決して見せない領域。そこを見られていると自覚して、ティアは身震いした。

　それからカロルは、胸の先端を口に含む。吸うようにしたかと思うと軽く食み、軽く食んだかと思うと、舌で転がす。

　直接の刺激に、これまでとは比較にならない快楽の波が押し寄せる。さらにあいていた手が、もう片方の胸を愛撫する。

「あ、ああ、やぁぁ」

　何か、下腹部の辺りがきゅんきゅんと疼きだす。せきとめられていた何かが、あふれだしそうに感じる。

　これ以上、何があるというのだろう。自分で求めておきながら、なんだかしだいに恐怖が芽生えてきた。

　それを察したのか、カロルは優しげな笑みを見せる。

「怖がる必要はないよ。君は、少し我慢をしすぎるところがあるから……もっと、自分を解放すればいい」

　彼は再び、スカートのほうへと手を伸ばす。手はそのまま下着の中へと入り、ティアの秘裂に触れた。

　くちゅり、と音が鳴る。とたんに、ティアは「あ」と声を漏らした。

　それからカロルは、秘部に触れながら、わざとらしく水音をたてる。

　濡れてきている自覚はあった。けれど、それをこうして聞かされると、快感を覚えていることを改めて突きつけられているようで、羞恥を煽られる。

　が、そうして羞恥を覚えることが、またティアを濡れさせる。

　そしてカロルの指がティアの蜜玉をいじった瞬間、彼女はひと際強い快感と共に、体を震わせた。

「んあああっ！」

　これまでにない悦びが、体を貫く。びくびくっと体を痙攣させ、ティアはそのままベッドに全身を沈みこませた。

「いま……の……」

　頭が真っ白で、呼吸も整わない中、かろうじて声を出す。ぼんやりとした視界に、カロルの顔が映る。

「今のはイクということさ。イケたということは、君を気持ちよくできたのかな？　だとしたら、僕としては嬉しいのだけど」

「は……い……。とても……」

　どう表現したらいいのか、まだ頭が回らない。それでも、カロルの手によって達したこの感覚は、とにかく悦楽に満ちていた。

　また、視界がぼやけてくる。だんだん、まぶたも重くなってきている。強烈な睡魔が、彼女を襲いつつあった。

「今日はいろいろなことがあったからね。疲れたろう？　ゆっくり休むといい」

「でも……」

　ここはたしか、カロルのベッドのはず。そんなことが、かろうじて頭に浮かぶ。

「今さら、そんなことを遠慮する必要はないさ。だからおやすみ。僕の可愛いティア」

　額にキスを落とされ、ティアは安心感に包まれる。

　そして彼女はそのまま、意識を手放した。
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　すやすやと穏やかな寝息を立てはじめたティアを見つめながら、カロルは自身の中で、彼女への愛しさがこみ上げてくるのを感じていた。

　けれどこれは、先日まで彼女に抱いていたものとは、少し違う。娘ではなく、自分の愛する女性へと向けられる愛情。

　それを自覚したきっかけは、ヴェントとの会話だった。あのときから、ティアを女性として見ているのではないか、という自分への疑問を持った。

　そう意識したからこそ、ティアを避けてしまった。この感情が、彼女の迷惑になると思ってしまったのだ。だから、気持ちの整理がつくまで、少し距離を置こうと思った。

　今にしてみれば、本当に愚かな判断だったと思う。それで彼女に、余計な不安を抱かせてしまったのだから。

　けれど今日の事件がなければ、自分もティアも、結局ずっとすれ違ったままだったかもしれない。かといって、自分の行いを正当化できるほど、カロルは楽観的ではない。

　ティアが遭遇したのは、敵国の魔術師だろう。ヴェントが戦争になると言っていた例の国。

　当然ながら相手もカロルが一番の脅威になると踏み、偵察に来たのだろう。あわよくば暗殺や懐柔まで考えていたかもしれない。

　だからこそ、ティアは絶好のピースとなってしまった。魔術の鍛錬では丸太を人に、人を丸太に見立てろ、などと口にしてきたが、やはり丸太と人ではわけが違う。実戦経験はおろか、ほとんど敵意を向けられたことのない彼女に立ち向かえというのも、無理な話だ。

　森に行ったのは彼女の意志のようだったし、ここは見守るべきではないか。

　瞑想中にティアの移動に気づきながら、そうやって思い悩んだのがいけなかった。そして彼女に気を取られ、もう一つの魔力を見逃した。それだけ、彼女の持つ魔力が大きいという意味でもあるが。

　それでもう一人の、あの男の魔力に気づいたところで、洞窟を飛び出した。ティアの道しるべにかえって惑わされたが、ぎりぎりのタイミングで間に合った。

　本当は、もっと早く到着できたかもしれない。彼女のもとに向かう際、カロルはかすかな迷いを覚えていた。

　仮に敵がいて、自分はそれを攻撃できるのか。

　戦争が間近に迫ってなお、自分は人を攻撃することへの拒絶反応を克服できずにいる。魔術師の世界では、迷いは死に直結するというのに。

　それでも、自分がティアを守らなくてはならない。そうやって、ひたすら自分を鼓舞し、彼女のもとへと急いだ。

　そしてあの場に着いて、状況を把握したとき、カロルは自分でも驚くほどスムーズに攻撃魔術を発動し、相手を追い込んでいった。

　あのとき、自分が抱いていた感情。もちろん、ティアに危害を加えようとした怒りはあった。彼女を助けたいという純粋な思いもあった。ただ、それだけじゃなく、むしろあのときカロルを突き動かしたのは、ある種の嫉妬心。

　自分以外の男が、ティアに触れている。ティアを我がものとしようとしている。

　そんなことは許さない。とにかく、そう思ったのだ。

　そして同時に、はっきりと自覚した。自分は、ティアを女として愛している、と。

　けれどやはり、この想いは封印しなくてはいけない。そんなふうに考えていた矢先、彼女からの告白を聞いた。まさか、彼女もまた、自分を男として見ていたなんて。

　あのときは、本当に嬉しかった。さらには彼女と体を重ねることができるなんて、まさに望外の喜びだ。

　カロルはふと、戦場で戦友たちから恋人の話ばかり聞かされていたことを思い出す。妻や子どもの話をする者もいたが、カロルの周りは若い人間が多く、恋人の話題が一番多かった。

　彼らは、そうした守りたい者の存在がいかに力をくれるかを語っていた。その人とこれからどんな未来を描いているかを語っていた。

　ずっと戦場で生きてきたカロルには、そうした話は理解できなかった。ただ、そのときの戦友たちの姿はどこか誇らしげで、正直、羨ましくも感じていた。決して、口にはしなかったが。

　今ようやく、彼らの気持ちが少しわかってきたような気がする。

　ティアは、幸せそうな顔で眠っている。それを見ていると、カロルまで幸せになった気がする。

　もっと二人で、こういう感覚を味わいたい。

　せっかく、想いが通じ合ったのだ。

　もはや、戦争に行くことを避けられはしない。

　ならばせめて、二人の思い出を少しでも多く積み上げよう。

　そう決意を固めると、カロルはティアの隣に身を横たえ、そのまましばらく彼女の姿を見つめていた。






第三章









　春の心地よい日が続き、すっかり冬の寒さなど忘れてしまった。最近ではむしろ、夏の暑さを思わせるような日が出てきている。

　その日も暖かく、部屋の中にいるとついうとうとしてしまうような陽気だった。それを満喫するように、ティアはリビングの二人掛けソファに座り、魔術書を読んでいた。

　これまで魔術書というのはほとんど読んだことがなかったが、いざ読み始めてみると、かなり面白い。自分以外の人間が、どんなふうに魔術を理解し、どんな感覚で使用しているのか。それを知ることは、自分の中で何か新しい世界が開けるような気がした。

　とはいえ、何人かの魔術書を読んできたが、結局一番わかりやすく面白かったのは、カロルが書いた本だった。彼の魔術に対する考えに触れることは、彼自身の内面に触れているようで、とても刺激的だ。

　カロルは「もう少し自分の魔術を確立させてからのほうがいいかもしれないけど……」と本を読み耽ることに難色も示していたが、ティアとしてはもう、この楽しみを止められない。

　そもそも、ティアがこうして魔術書を読むようになったのは、カロルが自身の書斎への入室を許可したからだ。以前は、弟子といえど、いや、弟子だからこそ自身の研究の成果が詰まった部屋に、おいそれと入れるわけにはいかない、という態度だった。

　掃除のために入ったこと自体は何度かあるが、必ずカロルも一緒に掃除をしたし、魔術書の持ち出しはしないように言われた。

　それが、つい先日。彼と一夜を過ごした、翌日のことだ。

　突然、何でもないことのように、

「これからは研究のとき以外は書斎に入っていいし、魔術書も好きに読んでくれてかまわない」

　と言ってきたのだ。

　言われた瞬間は驚いたが、しだいに嬉しさがこみ上げてきた。なんだか彼との距離が、一段縮まったような気がしたのだ。

　あの日以来、カロルは明らかに変わった。それも、以前のようなティアを遠ざける方向ではなく、寄り添う方向に。

　そのこと自体には幸せを覚えているのだが、実は複雑な感情を抱いている部分もある。

　というのも――。

「ティア？」

「ひゃああっ!?」

　不意に耳元で名前を囁かれ、ティアはすっとんきょうな声を上げてしまった。

　その反応に声の主、カロルは楽しげに笑った。

「ああ、すまない。まさかそんなに驚くとは思わなかったよ」

　そう言いつつ、カロルはティアの隣に腰をおろす。以前だったら、まちがいなく対面に座っていたはずだ。

　というか、今の声かけだって絶対にわかってやっている。どうにもカロルは、こうしたいたずら心が芽生えてしまったらしい。

「それ、僕の書いたやつだろう？　そんなふうに熱心に読まれると、なんだか気恥ずかしいな」

　彼はさらに身を寄せて、本を一緒に覗きこむ。

　最初こそ熱心に本を眺めているように見えたが、やがてその手がティアの脚に触れ、撫ではじめた。

「ちょ……カロル……？」

「おっとごめんよ。つい、ね……」

　注意すればいったんはやめるが、そうした行為はすぐに再開される。他にも、肩を抱くようにしてきたり、首筋をなぞったり。

　それなのに、いざティアが本から視線を逸らすと、たしなめるようなことを言ってくるのだ。

「あの……研究はいいんですか……？」

「一区切りはついたからね。今は、ティアと一緒にいたい」

　これが、最近のティアの悩みの種だった。

　以前に比べ、カロルとの距離は格段に近くなった。

　そのことは嬉しい。嬉しいの、だが。

　なんというか――近すぎる。

　ここのところのカロルは、いつもティアの傍にいようとする。以前は一人で任せてくれていた魔術の鍛錬にも、ついてくるようになった。離れているのは、それこそ瞑想のときぐらいだ。

　そうして気にかけてくれることはいい。特に鍛錬の際には、いろいろと指導してくれる。

　ただ、その指導の際にも今のように体に触れてきて、最終的には鍛錬どころではなくなってしまう場合もある。

　ついでに、村に木材を届けにいくときにも、一緒に来るようになった。というか、連れていかないと機嫌を悪くするようになった。そして村でも、片時も離れずにすぐ傍にいる。

　なんというか、今までは少し距離を置かれていたのが、こうも変わると戸惑ってしまう。

　それでも、何よりティアが困惑したのは、そんなカロルの態度を、決して嫌とは思っていない自分自身にだった。

　英雄カロルの弟子らしく、高潔な人物であらねばならない。

　そんなふうに肩ひじを張っていたが、結局のところティアが本当に望んでいたのは、こうした生活だったのかもしれない。

「ねぇティア、聞いてる？」

　すぐ傍のカロルの声にハッとした瞬間、彼に耳を食まれた。

「んう、な、なにを？」

「ほら、やっぱり聞いていなかったね？　考え事をしていたようだけど……僕のことかな？」

　別にごまかす必要もないので、素直に頷く。

「そっか。なら別にいいけどね。他の男のことでも考えていたら、どうしようかと思ったよ」

「……そんな人いませんよ。私にはカロルしかいません」

「はは、嬉しいことを言ってくれるね。それで、さっきしていた話だけど、ティアはリシェスという街を知っているかな？」

「……リシェス？　いえ、知りませんけど」

　両親と暮らしていたときは村から出ることはなかったし、カロルと暮らし始めてからも、聞くのは王都の話ぐらいだ。

「リシェスというのは、観光都市でね。さすがに王都には及ばないけど、立派な庭園なんかもあって、きらびやかな街だよ。よければ明日にでも、君と行きたいと思ってね」

「え、えぇ？　私と、カロルがですか……？」

　嬉しいとか嫌だとか、そういう感情の前に、戸惑ってしまう。そもそもティアが都市の名前などに関心がないのは、カロルがそうした話をまるでしなかったからだ。

　それがまさか、話をしただけでなく、一緒に行こうと言うなんて。

　たしかに、彼は変わった。でもまさか、ここまで変わるなんて思わなかった。

　まさか、戦争が近いのだろうか。しかし、それにしては彼が穏やかすぎる。そこに、ティアは安心を見出しているのだ。

「えっと……行くのはもちろんかまわないんですけど、魔術の鍛錬とかはどうするんでしょうか？」

　魔術の鍛錬は、ほとんど毎日欠かさずにやってきたことだ。それも、一日の中心に据えていることが多い。都市に行って帰ってくるとなるとそれなりに時間がかかるはずだし、早朝に取り組むなど、きちんと予定をたてておかなければ。

「ティアは真面目だな。君なら、一日ぐらい鍛錬を抜いても大丈夫さ。他ならぬ師匠のお墨付きということで、どうかな？」

「……本当に、いいんですか？」

「もちろん。だからどうか、君の時間を僕にちょうだい？」

　手を握られ、熱っぽい視線で見つめられる。

　本当に、最近のカロルは、ティアとの時間をつくることに積極的だ。

　けれどティアは、そんな彼にドキドキしてしまっている。

　今の誘いだってそうだ。

　いくら師匠本人からの誘いとはいえ、やはり魔術の鍛錬をサボることには、後ろめたさがある。しかし、その後ろめたさこそが、彼女の胸を高鳴らせるスパイスになっている。

「……わかりました。一緒に行きましょう、カロル」

　日課であるはずの魔術の鍛錬をサボり、好きな男性と冒険の旅に出る。

　そのどこか背徳感のある響きに、ティアは抗えなかった。




◇◇◇




　リシェスはアレス王国の中でも王都に次ぐ二番目の大都市といわれる街である。

　もとは貴族の保養地として人気を博し、それ目当ての商人たちが集まって発展していった。ただ、王国が武力によって領土を拡大していく中で流行も移り変わり、貴族たちは離れていった。

　その際、残された建物などを一部の商人たちが買い取り、豪奢な店舗として利用したり、人々に解放したりした。

　一時代を築いた街並みを見物できることは人々の好奇心を誘ったらしく、リシェスは新たな形での発展を遂げ、現在に至っている。

「はぁぁ〜……」

　そんなリシェスという都市の話を、ティアはここに来るまでの間、カロルから聞かされた。そして、それを実際に見た彼女は、ただただ感嘆の息を漏らした。

　まず、地面がまるで違う。普段ティアが暮らしている範囲では、土のままの文字通りの地面だ。だがこの街はほとんどの通りが石で舗装されている。

　また、建物についても村にある家々は木を組み上げたようなものが多いが、ここの建物は石やレンガを中心に造られている。しかも、一階建てだけではなく二階建てや三階建てのものもある。窓も多く、その窓枠には金色の飾りがついていたり、見事な花の彫刻が刻まれたりしている。

　そして何より人の量。今いる通りは村の広場並みに広い通りだというのに、中央を馬車が行き交い、その外側を人々が歩き、さらにその外側に露店がある、といった具合にほとんど隙間なく埋められている。

　村の人々が全員集まったとしても、これだけの人はいないのではないか。そんなことを思いながら、ティアは呆然とした。

「やれやれ、相変わらずすごい人ごみだ。ティア、はぐれないように気をつけてね」

　やや呆れた声音ながらも、慣れた様子でカロルがティアの手を取る。普段もだが、今日は一段と頼もしく感じる。

　ちなみに、こんな都会にカロルが出てくると、何かと騒ぎになってしまうらしく、この街に着いたときから、認識阻害の魔術で「英雄カロル」その人だとは認識できないようになっている。ただしそれほど強力ではないとのことで、魔術に高い抵抗力のあるティアには普段と変わらない姿に見えている。

　カロルは歩き出すと、器用に人の間を縫っていく。ティアは、繋がれた手を離さないようにしながら、それに必死についていく。彼と一緒だからいいが、ティア一人だったら、瞬く間に人の波にのまれてしまうだろう。

　やがて大きな通りから別の通りに入ると、人の数がやや減った。

「この辺りは、腕のいい仕立て屋が多いんだ。少し、見ていこうか」

　その通りに立ち並ぶ建物は窓が大きくつくられており、中の様子が見える。覗くと、豪奢なドレスが飾られているほか、生地を手に相手と会話を交わす人物や服を縫う人の姿も見える。

「すごいですね……」

　ティアも村の人から習い、簡単な服の修繕はできるが、目の前で行われている職人の手つきは、はるかに複雑なのに、格段に速い。

「せっかくだし、服をつくっていこうか」

「はい、わかりました」

　そう答えたのに、なぜかカロルが苦笑する。

「……僕のじゃなく、ティアの服だよ」

「え、えぇ？　私のですか？」

　てっきり、カロルの服を見繕うのだと思っていた。

「わ、私はいいですよ。あまり、着る機会もないですし」

　ティアは今日、白いワンピースを着ているが、これは村のおばさんから譲り受けたものだ。なんでも、王都に働きに出た娘が、かつて着ていたものらしい。というか、ティアの服は基本的に村の人たちからの貰い物である。

「機会なら、これからいくらでもできるさ。さ、行くよ」

　カロルに手を引かれ、てきとうな店に入る。

　店の中で、ティアは戸惑うことばかりだった。まずは生地を選ぶことになったが、そんな簡単に選べるはずもない。悩んだ末に、カロルに委ねることにした。彼が選んだのは、薄い青色の生地だった。どこか彼の瞳を思わせる色合いで、ティアも気に入った。

　次に採寸は若い女性が担当してくれることになったが、カロルのことをティアの「恋人」として扱ってきたときには、慌てふためいてしまった。

　さすがにすぐには完成しないということで、後日改めて受け取りにくることになった。

「……よかったんですか？　また来るようなことを言ってしまって」

　店を出たところで、カロルに問いかける。

「かまわないさ。むしろ、君とまた来る口実ができてよかったよ」

　店の中にいるときも、カロルは終始楽しそうだった。服が欲しい、というよりはそれをつくるまでの時間を楽しんでいる。そんな感じだ。

「さて、次はどうしようか？　少し疲れたし、カフェで休憩でもしようか？」

「そうですね」

　ちなみに、家からここまでは移動魔術を使って飛んできた。もし仮に馬車であれば、それこそ移動に一日以上かかってしまう計算だが、二人で交代で移動魔術を使えば、数時間で来られる。

　とはいえ、これはカロルとティアだからできる芸当であって、並の魔術師であれば、行楽のためにこの距離を魔術で移動しようとは思わない。

　が、それだけのことをしてもティアに大した疲れはない。今の仕立て屋でのやりとりの方が、よほど精神的に疲弊した。

　カロルはほとんど迷う様子もなく、また人の間を縫い、歩を進めていく。ティアは、それに必死についていく。

　やがて、一つの建物の前で立ち止まった。豪華な装飾こそないが、外壁などから積み上げられた歴史を感じられる。きっと、名のある貴族の屋敷だったのだろう。いかにも洗練された美、という雰囲気が漂っている。

　建物には庭がついており、そこにいくつものテーブルとイスが設けられ、憩いの場となっている。ティアとカロルも、その一つに案内された。もっと寒い時期や暑い時期であったなら落ち着かないかもしれないが、今の季節はとても心地いい。

「何を飲む？」

　カロルからメニューを渡されたが、いまいち内容が理解できない。それぞれの飲み物について彼から説明をしてもらい、メニューを決める。

　カロルは、ウェイターに対しても慣れた調子で注文をしていた。街をほとんど迷うことなく歩いている姿といい、少しだけ意外だった。

「カロルは、こうした場所に慣れているんですね」

　運ばれてきた紅茶を口に含んでから、ティアはそう語りかけた。

「そうでもないさ。ただ、これでも一時期は王都にいたし、この街にも何度か来たからね」

　カロルも頼んだ紅茶を飲む。今さらながら、その所作もどこか洗練されたもののように感じる。結局同じものを頼んだのだが、なんだか違うものを飲んでいるようにさえ思えた。

「……僕も、最初からできたわけじゃないさ。いろんな場所を連れ回されるうちに、自然と身についたってところかな」

「連れ回された……？」

　言い回しが気になって問いかけると、カロルは少しだけ遠い目をした。

「……お節介な人たちがいたんだよ。『お前に楽しみを教えてやる』とかなんとか言って、いろんな場所に連れていかれたんだ。本当に、いい迷惑だった」

　そう言いながらも、カロルの顔はどこか楽しげだった。きっと、悪い思い出ではないのだろう。もしかしたら彼自身は、そんな表情をしていることに気づいていないのかもしれない。

「けど、今はこうして君を案内できるんだから、少しは感謝しないといけないのかもしれないね。この後は、ジャルダン庭園に行こう。今の時期ならきっと、花も見頃になっているはずだしね」

　また一段と、楽しそうに語るカロル。そんな彼を見れることが、ティアは何より嬉しかった。




　ジャルダン庭園は、もともとさる大貴族が有していた庭園だったらしい。ところが当主が戦争で亡くなったことをきっかけに没落。結果として、広大な屋敷と庭園を手放すことになった。そこで街の統治者はそれらを街の名物にしようと考え、商人たちと共に管理をすることにした。のちに屋敷は取り壊すことになったらしいが、庭園はこの街の観光名所となっている。

　この時期は、庭園の至る所に植えられた花々も開花するため、特に見物人の数が多い。それを目当ての露店も開かれている。

　しかし、広大な庭園はそうした人々を受け入れてなお、穏やかな雰囲気を保っている。

　ティアとカロルも寄り添い合い、人々に混じって花々を眺めていた。

「きれいですね……」

「ああ。ティアは花は好き？」

「もちろんです。こういうたくさん咲いているのもいいですけど、道とかに一輪だけ咲いているのを見ると、なんだか愛おしくなってしまって……」

　家と村との間を行き来するときに、そうしたものを探すのが、ティアのひそかな楽しみだった。きっと自分で育てるのも楽しいだろうと思うが、実際にやったことはない。

　そういうことをカロルに話すと、彼は少し思案するようなしぐさをした。

「そういえば……僕も花を育てるのはやったことないな。せっかくだし今度、家で何かを育ててみようか。村のみんなに訊けば……実用的な野菜とかを勧められそうだな」

「ふふ、そうですね。でも、それはそれで面白いかもしれませんよ？」

「まぁ……ティアがいいならいいけどね」

　正直、カロルが農作業に従事するというのは、まるで想像がつかない。だからこそ、ティアとしては見てみたいとも思う。

　それに、彼と一緒に何かを育てる、というのはとても興味を惹かれる。

　思えば魔術というものは、何かを破壊したり傷つけたりすることばかりに使われている。もともとの成り立ちがそうだから仕方ないのかもしれないが、なんだかそれも悲しい気がする。

　もっと違うことに……平和的なことに、魔術を活かしていければいいのに。

「おい、聞いたか？　近々、隣国と戦争になるって噂だぞ？」

「またか？　そういえば……北の鉱山がどうとか言ってたか」

「まぁ、とはいえ俺たちにはさして関係のない話だな。戦争ってのは、魔術師たちの仕事だ。そしてうちの国には、あの英雄様がいるんだからな」

「ああ。もし鉱山の採掘権を完全にこっちのもんにできるなら、またこの国は豊かになる。心配のいらない、おいしい話さ」

　魔術の――戦いのことに意識を向けたからか、そんな会話が耳に入ってしまった。

　とっさにティアは、カロルの服の裾をつまんだ。

「……大丈夫だよ。気にしなくていい」

「カロル……」

　その言い方は好きではない、とキッと彼を見つめる。彼は少し寂しげに笑い、身を寄せてきた。

「ごめんよ。そういう意味じゃない。ただ今は、君との時間を大切にしたいんだ。だから……うん。気にしないでほしい。そういうことを言いたかったんだ」

　カロルが、戦争よりも自分との時間を優先してくれている。

　そんなふうに思えて、ティアはほっとさせられる。

　だから、安心して彼に身を寄せ、そのまま歩き出す。

　それからも二人は、広い庭園を時間をかけて歩き回った。それはとても穏やかで、安らぎに満ちた時間だった。

　けれど、ときおりどうしても、戦争の話が漏れ聞こえてきた。普段の村よりも都会であるリシェスには、そうした情報が入りこんでくるのだ。

　気にしていないように振る舞いながらも、それらの声はティアの頭から離れなかった。

　どれだけ、そこから目を逸らしたとしても。自分たちは、戦争から逃れることはできない。

　そのことを、知らしめられたような気がした。
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　家に帰ったあとは、移動魔術と街の散策で、さすがに体が疲労感を覚えていた。

　遊びで疲れるとは、なんと贅沢なのだろうか。

　これまでにない充足感に満たされて、その日はそのまま眠りについた。

　翌日になっても楽しさの余韻は残っていて、朝食の時には街でのことばかりを話した。

　それから昼まではティアは本を読み、カロルは研究をし、とゆったりとした時間を過ごした。ティアは魔術の鍛錬を昨日の分もしようと思ったのだが、カロルに止められてしまった。移動魔術は負担が大きいため、一日ぐらいは様子を見たほうがいいというのだ。

　ティアが不満そうな顔をしたからか、彼は「代わりに考えがある」と口にした。

　その考えが明らかになったのは、昼食後のことだった。




「しかしティアは、リシェスのことを思いのほか気に入ってくれたんだね」

「す、すいません。しつこかったですか？」

　結局、昼食のときもその話ばかりをしてしまった。自覚できなかったが、きっと同じ話も繰り返ししてしまったことだろう。子ども時代からほとんど出かけた経験のなかったティアにとって、昨日一日の出来事は本人が意識している以上に大きなことだったらしい。というか、当日はカロルについていくので必死だったので、今になっていい具合に消化できてきた、といったところだろうか。

「いや、全然。君が喜んでくれたのなら、何よりだよ。服を取りに行く必要もあるし、また行こう」

「はい！」

「ただ……ね」

　そこで、カロルは微妙に表情を曇らせた。ティアとしては、少し不安になる。

「気に入ってくれるのは嬉しいけど、あまり都会に染まりすぎるのも困りものだね。いずれは僕を置いて一人で都会に、なんてことになったら嫌だよ？」

「そんなことにはなりませんよ。だいたい、カロルがいないで私一人では立ち尽くすのがオチです」

「僕と同じように、ティアならすぐに慣れるさ。それで一人でオシャレをして出かけて、馬鹿な男どもに言い寄られて……考えただけで不快だな」

「カロル……考えすぎですよ。そもそも都会の人たちが私に興味を持つはずがありませんし、私としても興味はありません」

「そうかな……ああいうところにいる男は口が上手いから。それにティアは気づいていなかったようだけど、君のことを見ていた男はちらほらいたよ？　僕が睨んだら逃げていったけど」

「そ、そうなんですか？」

　全然気づかなかった。いや、正確にはときおり視線は感じたのだが、カロルに向けられていると思ったのだ。認識疎外の魔術を使っているとはいえ、彼には独特の存在感がある。

「昨日は楽しかったし、ティアがそれを気に入ってくれたのも嬉しい。だけど、都市に行くのは多くの人の目に君をさらすことにもなるからね。僕はそれが、少々不満なのさ」

「えっと……つまり？」

「今日はじっくりと、二人の時間を過ごそうということ」

「そんなの、普段と変わらないじゃないですか」

　今日の午前中だって、ティアはリビングに、カロルは自室にと分かれていたとはいえ、一緒の家にはいたのだ。それに、今だってこうして会話を交わしている。

「んー、僕としてはもう少し特別なことがしたいんだ。言っただろう？　考えがあるって」

「あぁ、言ってましたね。魔術の鍛錬の代わりでしたっけ。いいですよ。鍛錬をしないのはやっぱり落ち着かないので、なんでもします」

　魔術に関しては、カロルのことを全面的に信頼している。だからといって、この発言はいささか軽率だったかもしれない。

　それを聞いたとたん、カロルはいたずらっぽい笑みを浮かべた。すっかり密着度の上がったカロルが、そういうことをしてくるときに見せる笑みだった。

「――じゃあ、二人で瞑想をやってみようか」




　日が落ちかけたころ、ティアとカロルは洞窟の前にいた。まだ日があるとはいえ、洞窟の辺りはだいぶ薄暗い。普段カロルが瞑想を行うときは昼ごろから行っているが、本来は夜に行うのが最も良いらしい。ただ、彼は鍛錬を兼ねているため、あえて魔素の吸収が難しい昼間にやっているのだとか。

「だったら、昼間のうちに始めればよかったのでは？」

「夜にかけてのほうが雰囲気があるじゃないか。それとも、見えやすいほうがよかったかな？」

　どこか意地の悪い笑みを、カロルは浮かべる。彼の手にはランプが握られていて、周囲をぼんやりと照らしている。

　そしてその火は、カロルの裸体もまた、照らしていた。薄闇の中に浮かび上がる肉体を見て、ティアは息をのんだ。

　彼が一糸まとわぬ姿でいるのを見るのは、あの森で助けられた日以来だが、あのとき以上に、胸が高鳴るようになってしまっている気がする。

　抑えこまねばと思っていたものが、その必要がなくなったからだろうか。

　それとも、自分の格好のせいだろうか。

「あの……格好は、そうでないといけないんですか？」

　ティアは今、ローブだけをはおり、その場にいた。下にはなにも身につけていない。というのも、カロルがそう言ったからである。

「もちろん。瞑想をするときは己が身一つ。余計なものは身につけないほうがいい。ティアは今まで気にしていなかったかもしれないけど、いい機会だから試してみるといいよ」

　しかも、ローブも洞窟に入る前に脱いでいけという。

　羞恥の極みではあるが、やはり魔術に関することで彼に逆らうわけにはいかない。

　彼の言う通り、今が昼間でなかったことは、せめてもの救いだったかもしれない。

　ティアは、ためらいながらもローブを脱ぎ去った。

　白い肌が、ランプの灯りに照らされる。

　それは当然、カロルの視界にもさらされたということ。

　それを自覚して、ティアは頬を朱に染めた。

「じゃあ、行こうか……」

　多くは語らず、カロルは洞窟の中へと入っていく。ティアも、それに続いた。

　洞窟には普段もカロルに声をかけるために入っているが、なんだか今日は雰囲気が異なる気がする。

　なんというかシンとして空気が澄んでいて、身が引き締まる思いがする。いつもは、ここまでの緊張感は感じない。昼と夜。その時間差で、こうも異なるものだろうか。

　普段は靴を履いているので感じないが、今日は裸足な分、地面のひんやりした感じもよく伝わってくる。それとともに、魔素の存在も感じる。

　魔素とはすなわち、自然界に住む精霊が放出した魔力の素となるもので、人間はこれを吸収し、体内で己が扱える魔力へと変換させる。

　この世には無数の精霊がおり、魔術師はその恩恵を受けている。

　以前カロルに教えてもらったことであり、最近魔術書を読んで改めて学んだことでもある。

　精霊を目にすることはできないが、彼らは生きていて、いつも人間を見守っている。特に魔素が濃い場所、すなわち魔術師が瞑想をするのに選ぶような場所には、たくさんの精霊が存在している。そんなことも書いてあった。

　つまりは、今のティアたちは、無数の精霊の目にさらされている、ということになる。

　そんな想像をしてしまい、ティアはまた真っ赤になってしまった。

　やがて、いつもの台座のところに辿りつく。カロルは近くの岩の上にランプを置くと、台座の上に座った。

「おいで、ティア」

　手招きをされたが、少しティアはためらった。

　思えば、この台座の近くまで来ることはあっても、そこに乗ったことはない。そこはカロルのある種神聖な場所と捉えていたので、おいそれと乗っていいものなのかどうか、迷ってしまう。

「大丈夫、ティアならば問題ないさ。おいで」

　再度呼びかけられて、ティアは台座へと近づいていく。そしてついに台座に乗り、彼の隣に座ろうとしたのだが――。

「違うよ、ティア。ここに来て」

　あぐらをかいていた彼は、自分の膝の辺りを叩いていた。意図がわからず、ティアは首を傾げる。

「えっと……？」

「僕の上に座ってごらん。君と二人で、自然と一体になりたいんだ」

「えぇ？　でも、さすがにそれは……」

　恥ずかしいどころの騒ぎではなくなってしまう。そもそも、師匠であるカロルの上に座るなど、恐れ多い。

「ティア。おいで」

　ゆっくりと、重い声音でカロルが告げる。どこか小さい子どもをたしなめるような、そんな雰囲気さえあった。

　そうだ。これは魔術師の神聖な瞑想。恥ずかしく思ったりすることのほうが、よほど失礼になる。

　思い直したティアは、おずおずと遠慮しながらも、カロルの脚の上にゆっくりと腰をおろした。

　背後に、カロルの温もりを感じる。洞窟の冷たさばかりを感じていたので、余計に強くカロルを感じた。

「ティア……」

　背後からカロルの両腕が伸びてきて、ティアの体に回される。抱きしめられるような格好になり、先ほどまでよりさらにカロルを間近に感じて、ティアの胸が高鳴る。

「か、カロル……」

「集中して。これから、君と一体になっていくから」

　カロルが目を閉じていることに気づき、ティアもそれにならう。

　暗い洞窟の中。ほとんど、音は存在しない。ただ、自分の心音だけが、やたらと大きく響いている気がした。

　……いや。よく聞いてみれば、それはティアのものばかりではない。彼女の背後から、もう一つの音が響いてくる。

（カロルの……心音……？）

　ティアの心音と重なり合うように響く音。それはカロルのものに違いないが、少し意外だった。彼はこの状況に、動揺などまるで覚えていないと思ったのに。カロルの心音は、ティアのものに負けず劣らず、大きな鼓動を繰り返していた。

　それを意識して、ティアの心臓が一段速いリズムを刻みだす。それを追いかけるように、カロルのものも速くなる。

　まるで、歌の音程を合わせるように、二つの心音は、しだいに調和していく。

（これが……一体になるということ……）

　カロルと密着し、暗闇の中で溶け合っていくような感覚がした。

　まどろむようにその心地を味わっていると、不意にカロルが身じろぎした。

「カロル……？」

　思わず、彼の名前を呟く。すると、彼が笑ったような気がした。

「まだだよ……。ティアとはもっと、深く繋がりたいんだ……」

　ゾクッとするような甘い声。それがカロルから発せられたものだと、一瞬信じられなかった。声自体に魔力が宿っているような。そんな気にさえ、させる声だった。

　その声に気を取られているうちに、カロルの手がティアの胸に触れた。そのまま、やわやわと揉みはじめる。

「ふぁ……？」

　唐突に訪れた甘い感覚に、何よりも驚きが先立った。そうして戸惑っている間に、快楽がさざ波のごとく、ゆるやかに押し寄せてくる。

「ん……や……カロ……ル、なにを……？」

　巧みに強弱をつけて胸を揉んでいたかと思うと、首筋を甘噛みして、チュっと吸ってくる。後ろからなので、何をしてくるかいまいち予想できず、刺激が増してしまう。

　しかも、ここはカロルの瞑想の場。一つの神聖な地だ。そこで、このような淫らな感覚を得てしまっている。その背徳感が、余計にティアの羞恥を煽る。

「言っただろう？　ティアとはもっと、深く繋がりたいんだ……」

　耳元で囁かれる声。それと共に発せられた吐息は熱く、カロルの高揚を伝えてくる。

「だって、これは瞑想じゃ――んん!?」

　振り向いて抗議しようとしたところで、胸の先端を摘ままれる。その瞬間的な快楽によって言葉は意味をなくし、喘ぎ声となってしまう。

「これだって、瞑想と無関係ではないさ。一体になるには、心音が重なっているだけじゃ足りない。もっと精神的にも肉体的にも、深く繋がらないといけないからね」

「肉体的にも……？」

　この行為が、それに繋がるというのだろうか。ティアには、いまいち掴めない。

「……いきなり全ては難しいだろうけど。でも僕は、少しでも深く君と繋がりたいと願っているよ……」

　甘えるような、焦がれるような呟き。それを合図としたかのように、彼の手にもいよいよ熱がこもってくる。

　そのまま、ティアは彼の愛撫によって、頭を真っ白に果てることになるのだった。
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　達した余韻に浸るように、しばしティアはぼんやりとしていた。

　かろうじて、カロルが背後から抱きしめてくれていることがわかる。

　その一方で自分のことや周りのことはひどく曖昧で、それこそ宙に浮いているような感覚だった。

　ほとんど何も考えられず、ただ好きな人の腕に抱かれている。それが今は、とても心地よく感じられた。

　あるいは、カロルが話していた一体になるということは、こういうことを言うのかもしれない。

　夢心地というか、自分が世界の一部となって、世界そのものとなるような感覚。

　それでも、ティアが自分を決して見失わないのは、カロルの存在があるからだ。

　カロルがいる限り、自分は孤独ではない。

　そう実感すると共に、改めて彼への愛しさがこみ上げてくる。

「カロル……」

　思わず、その名を呟いた。

「呼んだかい？」

　耳元で響く、優しい声音。彼自身も落ち着いたのか、先ほどまでの甘さのようなものはなくなっていた。

　まだ、ティアの頭はそれほど回らない。だから、多くは語れない。それでもとにかく、このまま抱きしめていてほしい。ティアはそう思っていた。

　が、カロルは彼女の沈黙を、違うふうに捉えたらしい。

「……少し、無茶をさせてしまったかな？　ごめんよ」

　どうして彼が謝るのか、ティアには理解できなかった。彼は、自分を愛してくれていたのだ。それを行為として、示してくれていた。それは、とても嬉しいことだ。なのになぜ、謝るようなことがあるのか。

「どう……して……？」

　その疑問を考えるうちに、しだいに頭がクリアになってくる。

「どうして……そんなふうに言うんですか……？」

「え？」

　ティアの言葉に、カロルは心底驚いたようだった。彼は背後のため表情はよく見えないが、まちがいなく目を丸くしている。

「私は、カロルに愛してもらって嬉しいですよ？　なのに、どうして謝るんです……？」

「そう、そうか。そう言ってくれるなら、僕も嬉しいよ。ただ……」

　そこまで言って、カロルは言葉を濁した。きっと彼は、このまま違う話題に持っていくことだろう。そんな予感を、ティアは抱いた。

　ずっと、感じていたことだ。

　カロルは、あの告白をしてくれた日から、ずいぶん距離感が近くなった。

　それでもなお、どこか一歩引いたところがある。あるいは、あと一歩踏み出すのをためらっている、といってもいい。

　それが何なのか、ティアはずっと気になっていた。それでも、彼女もまた、そこには踏み込めずにいた。

　いつもは、どこかで彼に遠慮をして、彼の流すままに流されていた。

　けれど今日は、いつもより頭が回っていない。だからこそ、行動に出た。

　ティアは、抱きしめられている中で、どうにかカロルの方へと振り返る。そして、彼の目を見た。

「何を言おうとしたんですか？　言ってください」

「いや、それは……」

「カロルが私と深く繋がりたいと願ってくれたように、私もカロルと繋がりたいんです」

「ティア……」

「言いましたよね？　精神的にも肉体的にもって」

　ジッと、ティアはカロルを見つめる。彼は一度瞑目し、やがてひとつ息を吐きだして、目を開けた。

「……たしかに、繋がりっていうのは、一方的なものじゃダメだよね。本当にこれは、情けない話なんだけど」

「それでも、聞きたいんです」

　ティアのまっすぐな物言いに、カロルは頷く。そして、改めて言葉を紡いだ。

「……ときどき、とても不安になるんだ。僕はきちんと君を愛せているのかなって」

「え……？」

「僕は……愛し方なんてほとんど知らずにいた人間だから。いつの間にか、壊すような触れ方をしてるんじゃないかって、怖くなるんだ」

「そんなことありません。カロルが、私を壊すなんて……」

　実際、カロルがティアに触れるときの手つきは、とても優しいものだった。ティア自身、壊されるなんて恐怖を抱いたことはない。

「……ありがとう。たぶん、僕に自信がないだけなんだ。それは、わかってるんだけどね……」

　魔術師は本来、迷いやためらいを抱えてはいけない存在だ。自分の魔術が、誰より強く、何より強い。そんなふうに信じ切れることが、つまるところその魔術師の強さとなる。

　だからこそアレス王国は、カロルを英雄として声高に喧伝する。彼に勝つことはできない。周りに、そうしたイメージを抱かせるために。

　実際、カロルが最強の魔術師であることはまちがいない。その彼ですら、こんなふうに迷いを抱えることがあるのだ。

　ティアとしては当然それを晴らしてあげたかったが、どんな言葉が彼に届くのかわからなかった。

　彼が背負っているもの。「戦争」というものを、ティアはほとんど理解できていない。

　その意味で、「戦争」という言葉を聞いたときに抱く思いが、以前とは変わってきたように思う。

　以前はただ、その言葉を聞くたびに単純に彼に置いていかれる不安を抱いた。けれど今は、ティアとカロルを隔てる壁のように感じている。

　この壁がある限り、自分たちは本当の意味で繋がれないのではないだろうか。

「……やれやれ。なかなか、彼らのようにはいかないね」

「……『彼ら』って、以前に言っていた『お節介な人たち』のことですか？」

　リシェスのカフェで話してくれた、カロルを連れ回し、都会の楽しみ方を教えてくれたという人たち。

「ああ。……戦場で一緒だった。いわゆる、戦友というやつさ」

「戦友……」

　その感覚を、やはりティアは理解できない。ヴェントともカロルは仲良くしているが、それとは違うのだろうか。

　知りたいと思った。

　カロルは戦争について語ることをしない。その話題を出すときは、いつも暗い表情になる。けれど、その「戦友」たちのことを語るときは、明るい声を出すのだ。

　だから、そこからカロルを理解したい。

「あの、カロル……」

　本当に、今日の自分はワガママだと思う。それでも、少しでもカロルに近づきたい。

「……その人たちの話をしてくれませんか？」

　ティアの願いに、カロルは優しい笑みを浮かべた。もしかしたら彼自身、話すことを考えていたのかもしれない。

「いいとも。少しだけ、長い話になるよ？」

「かまいません。あなたの話なら」

　それを聞いたカロルは嬉しげに、ティアの頭にキスを落とす。そしてそれから、彼自身のことを語り始めた。
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　数年前のとある戦場。

　もはや何年前だったか、どこで行われたか、何が争いの火種だったかすら、定かではない。とにかく、それだけ戦争が続いていたとき。

　悲惨な時代ではあったが、それでも勝利を続けるアレス王国には、みょうな活気があった。酔っていた、というほうが正確かもしれない。

　その立役者でありながら、自身は酔うことができなかったカロルは、その日もお偉方に呼び出され、聞きたくもない激励の言葉を浴びて、兵舎に戻ってきた。

　今回の戦も、すでに大詰めである。兵舎では決戦への英気を養うためと称して、宴会が行われていた。

　よくもまぁ飽きもせず、とカロルは嘆息する。

　決戦への英気を養うため、などと言ってはいるが、彼らはなんだかんだと理由をつけ、毎日のように酒宴を繰り広げているのだ。いつもはもっとささやかだが、今日は理由が理由だけに、特に大規模らしい。

　そんな暇があるなら、魔術の鍛錬でもすればいいものを。どこか吐き捨てるように思いながら、カロルは自室に引っ込もうとした。

「お、大将。帰ってたのかよ」

　その手前で、目ざとい一人に見つかった。彼はエドモンという、カロルが率いる魔術師部隊の一人だった。

「ああ、もう寝る。君たちもあまり遅くなるなよ」

　そっけなく返答して去ろうとしたが、彼に呼び止められる。

「ままま、ちょっとぐらいいいじゃねぇの。大将も、少し参加してけよ」

　魔術師としての技量であれば、カロルとエドモンの差はまさに大人と子どもだが、体格は彼のほうがいい。肉体の力での勝負となれば、力関係は逆転する。

　彼に半ば無理やり宴会の席に連れてこられ、カロルは大げさに嘆息した。

「……くだらないな。僕は酒はやらんし、馬鹿話に付き合う気もない」

　カロルを囲むのは、カロルの魔術師部隊の面々である。カロルを入れて、総勢十人。精鋭部隊と評判だが、その働きのほとんどはカロルが担っている。

「酒をやらないのは隊長の自由ですが、馬鹿話ってのは聞き捨てなりませんね」

　カロルにかみついたのは、ジュールという隊の中でも若い一人だった。カロルとも年が近い。

「……馬鹿話だろう？」

　魔術に関する話ならともかく、それ以外の話題は戦場でするのにふさわしくない。当時のカロルは、そんなふうに考えていた。

「いやいやいや、そいつは、これを見てから言ってくださいよ」

　ジュールが差し出したのは、一枚の紙だった。渡されたそれを見て、カロルは肖像画だと気づく。若い女性が、描かれていた。

「これは……？」

「俺の恋人ですよ。この戦争に来る前に、腕利きの画家に描いてもらったんです」

「……だからなんだ？」

「この子がですね、俺なんかにはもったいないぐらいめちゃくちゃいい女なんですよ。なんていえばいいんですかね……女神？　そう、女神としか言えないっすね！」

「おいおいちょっと待て。女神ってえのはうちの嫁のことだ。そもそもうちの嫁はな――」

　そうして、恋人の自慢だの妻の自慢だのが始まる。

　ああそうだった、とカロルは思う。

　こいつらはそうやって、王都なんかに残してきた家族のことを宴会のたびに語り合っているのだ。それこそ、同じような話を何度も何度も。よく飽きもせずに、続けるものだと思う。酒が入ると、そんなふうになってしまうものなのだろうか。だとしたらやはり自分は、こんなものは飲まない。

　ただ、なぜだろうか。

　そうやって馬鹿騒ぎを続ける彼らから、カロルは目を離すことができなかった。

　そんな自分を自覚して、苛立ってくる。

「つーわけで、明日も恋人のために、生きて帰りましょーっ！」

「――くだらないな」

　腹立ちまぎれに、カロルは口を挟んだ。

「家族や恋人のため？　まさか、そんなものが戦う理由になると本気で思ってるのか？」

　日頃、宴会に顔は出しても一言も発しないカロルの辛辣な発言に、一同は目を丸くした。しばしの沈黙。だが、やがてジュールが口を開いた。

「本気に決まってるじゃないですか。ってゆーか、他になんか理由あるんですか？」

　その答えに、今度はカロルが面食らった。しかも、ジュールだけかと思ったら、他の面々まで頷いている。

「そりゃそうだ。お国のために、なんてスケールがでかすぎて俺らじゃ想像もできねえ。家族を守る。それぐらいなら、迷わずにいられるってもんだ。逆に大将。あんたは、一体なんのために戦ってんだ？」

　エドモンに問われ、カロルは少し考えた。

　カロルに、家族と呼べるような人間はいない。両親はすでに亡くなっているし、一時期いた孤児院のことは、ほとんど覚えてもいない。

　ならば、自分は何のために戦うのか。名誉のため、褒賞のため、国のため。いろいろと考えてみたが、どれもしっくりこない。

　そのうちに、気づいてしまう。

　目の前の彼らに比べ、自分は理由もなく戦っているだけで、空っぽなのではないか、と。

　それで、自分は苛立っていたのかもしれない。彼らの会話は、それを突きつけてきそうで。

　だが同時に、自分は彼らを羨んでいた。だからこそ、なんだかんだ彼らと席を共にした。

「…………」

　結局カロルは、何も返すことができなかった。それで心境を悟ったらしいエドモンは、快活に笑った。

「なんでぇ。うちの大将は英雄なんて呼ばれながら、どうやら人生の楽しみを知らんらしい。――よし、わかった！　大将、この戦が終わったら、あんたに色々と遊びを教えてやる！　だから生き延びな。まずは、それが理由ってのはどうだい？」

「遊び……そんなもの、僕には……」

　いらない、と吐き捨てることはできなかった。

「……僕も、お前たちのようになれるのか？」

「はっはっは、そんなに難しいことじゃねぇや。んじゃあせっかくだ、まずは乾杯といこうじゃないか」

　そうして、カロルは人生初の酒を口にした。

「……悪くない」

　思わず、そんな言葉を口にしてしまう。早くも、自分は酔ってしまったのだろうか。そんなことを思った。




　それから、戦に勝利した後。カロルは実際にエドモンやジュールに様々なことを経験させてもらった。都市のカフェや観光名所にはじまり、大人の社交場にも出入りするようになった。エドモンは女性を世話しようとしてくれたこともあったが、そればっかりは性に合わなかった。

　そうやって付き合ううちに、カロルも部隊の仲間たちになじむようになった。けれど、恋人や家族。そうした存在を作ることはなかなかできず、それ関連の話では、聞きに回るのみだった。

　それでも、部隊の仲間やその家族を守ることができるなら、それはそれでいいと思っていた。

　ほどなくして、新たな戦争が開始される。

　今度の敵国には、二人の優秀な魔術師がいた。その強さは、カロルをして二人を同時に相手取るのは難しいほどであった。

　だから、カロルが一人を相手にしている間に、部隊の仲間たちがもう一人の足止めをすることになった。

「そういえば隊長、実は報告なんですけど、俺今度、恋人と結婚することになったんです」

　出撃前、ジュールがそんな話をしてきた。もうカロルも「くだらない」なんて返さない。

「そうか。それはよかったな」

「それでなんですけど、結婚式には隊長も来てくれますか？」

「行っていいのか？　僕が？」

「当たり前じゃないですか。だって、俺たちの隊長なんですから」

「……ありがとう。ぜひ行かせてもらうよ」

　そのためにも、生きて帰らなくてはならない。二人はそれを誓い合い、出撃した。




　だが、計算外は起こるものだ。敵国の魔術師は、予想以上に優秀だった。

　カロルは、戦いながら考える。もし、もう一人の魔術師が目の前の敵と同格だとしたら。

　部隊が全滅するどころではない。さらに奥まで攻め込まれ、下手をすれば自軍に致命的な打撃を与えられてしまうかもしれない。

　焦りを覚えながらも、カロルは魔術師を打倒する。そして急ぎ、もう一人のもとへ向かった。

　結果から言えば、もう一人の魔術師は、事前に打ち合わせたまさにその場所で、足止めされていた。ひどい傷を負った、瀕死の状態。けれどその周りに、エドモンやジュールの姿はなかった。

　カロルは、その魔術師を見下ろす。魔術師は、女だった。その足元には、見覚えのある紙切れが落ちていた。ジュールの持っていた、恋人を描いた肖像画。

「……あなたが隊長？」

　息も絶え絶えながら、女はカロルに話しかけてきた。

「ああ。……僕の部下たちは？」

「……私と戦って、みんな誇らしげに死んでいったわ。まったく、本当だったら私が敵陣を急襲するはずだったのに、計算が狂った」

「そうか……」

　正直、想定以上の頑張りだった。家族や恋人を守りたい。その一念が、彼らを強くした。そう思わずにはいられなかった。

　カロルは恨みを込めるように、女に魔術を向ける。

「……英雄様は、案外仲間思いなのね。けど、謝ったりしないわよ。あんただって、私の大切な人を殺したんだから」

　女の首元のネックレスが光る。同じようなデザインを、カロルは先ほど見た。もう一人の魔術師も、同じようなネックレスをつけていた。つまり二人は、何らかの近しい関係だったのだろう。

　敵国の人間にだって、大切な人はいる。

　以前のカロルだったら意にも介さなかっただろうが、今のカロルは、その大事さを理解してしまった。

　とたんに、吐き気がこみ上げてくる。

　今さらながら、カロルは戦争というものを理解した。そして、自分がずっとそれを続けてきたことに衝撃を受けた。

「……もう、後戻りなんてできないわよ。あんたも、ろくな……死に方……しな、い……」

　それは女の、死ぬ間際の呪いだったのかもしれない。その言葉は、たしかにカロルを絶望させた。

　そして彼は以降、戦争から離れている。
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　カロルの話を聞いて、ティアは一言も声を発することができなかった。彼の背負っていた悲しみ。それは、彼女の想像をはるかに超えるものだった。思わず涙が出そうになるのを、どうにかこらえる。

「……せっかく、彼らにいろいろと教えてもらったんだけどね。愛したり、愛されたり。いまだにそういうことに、憧れもある。だけど……やっぱり、ダメなんだ。愛とか……そういうことよりも先に、戦うことを覚えてしまった。そんな僕が……人を愛したり、愛されたりする資格があるのかって、どうしても考えてしまうんだよ」

　こみ上げる感情を抑えつけるように、カロルは唇をかむ。その姿は、なんとも痛々しいものだった。

　彼の心を癒してあげたい。しかし、自分のような人間の言葉が、彼に響くのだろうか。

　それでも、伝えなくては始まらない。たとえそれが空虚に響くものだったとしても、何の言葉もかけないという選択肢は、ティアの中にはなかった。

　彼女は、思いきって体ごとカロルへと向き直る。彼と向かいあう形になり、両手で、彼の両頬に触れた。

　優しい温もりが、伝わってくる。突然顔に手をやったティアに、戸惑った表情を浮かべている。その顔は、どこかおびえた子どものようでもある。

　この人に、愛される資格がない？　そんな馬鹿なことがあっていいものか。

　そして、ティアは自ら、彼の唇に口づけた。

　想いの全てをぶつけるような、深い深い口づけ。

　やがて唇同士を離したときには、二人の間を銀の糸が伝った。

「ティア……？」

　相変わらず困惑した表情をしているカロルに、ティアは優しくほほ笑みかけた。

「……愛される資格がないなんて、そんな悲しいことを言わないでください。少なくとも私はここ数日、とても嬉しかったんです。カロルと想いが通じ合えて、いろんなところに連れていってもらって。

　ううん、それだけじゃない。出会ってからずっと、あなたは空っぽの私を満たしてくれた。私は、あなたに救われたんです。

　あなたの手は、たしかに血で塗れているのかもしれない。だけど、その手に救われた人だっているんです。それだけは、忘れないでください」

　ティアが紡ぐ言葉を、カロルはゆっくりと噛み締めるように聞いていた。

「……それに、もしカロルが苦しんでいるなら、それを分けてください。カロルはこれまで、楽しいことしか教えてくれませんでした。嫌なことは、全部自分の胸の内にしまって。

　でも、それじゃダメだと思うんです。楽しいことも、辛いことも、私はあなたと共有したい。一体になるって、そういうことだと――」

　今度は、最後まで言葉を発することができなかった。カロルが、自らの唇でティアの口を塞いだのだ。そこからまた、舌を絡め合う激しいキスが始まる。

　想いが、溢れてしまった。その口づけは、雄弁にそれを語っていた。

「まったく……君は素晴らしい。君と出会えたことは、僕の人生で一番の幸福だった。今なら、ジュールたちが言っていたことの意味も、わかるような気がするよ」

「カロル……」

　熱っぽい彼の語り口に、ティアも感じ入ってしまう。

「ティア……改めて言うよ。僕は、君と一つになりたい。全てをするのはまだ先にしようと思っていたけど、もう我慢できそうにないや」

「はい……私も、カロルと繋がりたい……」

　具体的に何をするのか、ティアはきちんと理解しているわけではない。それでも、彼が自身を求めてくれることが嬉しくて、それに応えたい気持ちでいっぱいだった。

「なら君に挿れるよ、ティア……」

　とたんに、ティアは自らの下に何か硬いものの存在を感じる。下からティアを突き上げてくるような何か。

　やがて彼女は、それがカロルの雄の象徴であることを理解した。

（挿れるって……これを……？）

　どこに、かはなんとなくわかる。先ほども、カロルの指に掻き乱されたのだ。ただきっと、指とは比べものにならないだろう。

「…………」

　想像してティアに込み上げてきた感情は、恐怖ではなかった。むしろ、恍惚としたような期待。自分の表情はわからないが、もしかしたら薄っすらと笑っていたかもしれない。

「でも、また少し慣らさないといけないね」

　コンコンとノックするように、カロルの指がティアの秘裂に触れる。絶頂を迎えた余韻はだいぶ薄らいでいたが、先ほどまで彼に愛撫されていた体は、わずかに触れられただけで、それを思い出し、濡れてくる。

「いい子だ……」

　ティアの体をなぞるようにカロルは手を上へと移動していき、やがて胸へと至ると、そのままゆっくりと揉みはじめる。

「んう……」

　先ほどまで後ろからされていたのとは違い、今はカロルと向き合っている。それがまた違う刺激となって、ティアの快感をかき立てる。

　自分に触れているとき、カロルはこんな表情をしているのか。楽しげというか、熱心というか。まるで魔術に接しているときを思わせる。それは、彼がティアを大切に思っている何よりの証左に思えた。

　カロルは片手でティアの体を支えるようにしながら、彼女と口づけを交わす。舌で歯列をなぞり、舌同士を絡ませ合い、口内を動き回る。その間も、もう片方の手は胸を揉みこんでいた。ときおり焦らすように乳輪に沿って円を描いていたかと思うと、先端をキュッと摘まむ。

　ティアは、しだいに自分の秘所が濡れていくのを感じた。

　カロルもまた、それを確かめるようにそこに手を伸ばす。軽く秘裂を撫でていたかと思うと、指を一本挿入した。

「ああっ……」

　不意の刺激に、ティアの体が震える。それでも彼女のそこは、カロルの指をたやすく迎え入れていく。

「一本なら、もう大丈夫だね。増えるとどうかな……？」

　一度引き抜かれた指が、二本になって再び挿入される。

「ん……んんっ……」

　先ほどよりも、やはり刺激が強い。だがティアは同時に、物足りなさを覚えてしまっていた。

　こんなものではない、もっとカロルを感じられるものが欲しい。

　ティアの下では、彼の屹立が徐々にその存在を大きくしてきている。ときおりそれが秘所辺りをかすめるたびに、蜜が溢れてくる。あたかも、ご馳走を前にして涎を垂らしてしまうように。

　はしたないとは思いつつも、欲望を抑えきれなくなってきている。ただ最後の理性が、それを言葉にすることを拒んでいた。

　それでも、カロルが指を抜き差しするたびに大きくなっていく水音が、代わりに訴えてくれる。

「そろそろ、いいかな……？」

　その言葉を合図にしたかのように、また蜜が溢れてくる。体の準備は、すでに十分に整っていた。心のほうは、言うまでもない。

　しかし、カロルはすぐには動こうとしなかった。ティアの胸に触れたりしながらも、秘部への刺激は避けている。

「カロル……？」

　たまらずに名前を呼ぶと、彼は少し意地の悪い笑みを浮かべた。

「やっぱり、君の口からちゃんと聞きたいな。言ってごらん、ティア。僕に、どうしてほしいんだい？」

　なんという意地悪をするのだろう。

　カロルの欲している言葉を瞬時に悟って、ティアは頬を染めた。

　それはきっと、ティアの理性の最後の砦。それを口にしてしまったらもう、本当に全てが快楽に染まってしまう。

　英雄カロルの弟子としてふさわしくあろうと、自らを律するように生きてきたティアにとって、それはありえないことだった。

　――ただ、もしも。もしも、これからの自分の生き方やカロルとの関係を変えたいと願うならば。

　その殻を破ることは、むしろ必要なことなのではないだろうか。

「あ……カロル。私……私に……」

　言葉を発していくたびに、顔が熱を持っていくような気がする。

「私に……ください。カロルのを……私の中に……」

　言った。言ってしまった。そう自覚した瞬間、自分の中で何かが外れたような気がした。あとはもう、ただひたすらにカロルのくれる熱が恋しい。

「よく言えたね。……じゃあいくよ、ティア」

　そしてついに、カロルは自らの楔を、ティアの秘所へと打ち込んだ。

　指などとは比べものにならない質量が、膣窟を穿っていく。最初、ティアは痛みに一瞬顔をしかめたが、すぐにそれ以上の悦楽が全身に広がっていった。

「ん……ああ、カロル……」

「大丈夫だよ……ティア。少し……力を抜いて……」

　思った以上に彼のものを締め上げてしまっているらしい。が、力を抜こうと思えば思うほど、かえって力んでしまう。

「く、ああ……すごいな。こういうことか。僕もようやく、知ることができたよ」

　わずかに表情を歪めながらも、カロルは嬉しそうな笑みを浮かべる。それを見ているうちに、ティアも余計な力が抜けていった。

　絶えず溢れる蜜が潤滑油となり、着実にカロルの楔は進んでいく。やがて、それはしっかりとティアの中におさまった。

　何か、達成感にも似た悦びが込み上げてくる。

　しかし、本番はこれからだった。

「動くよ、ティア……」

　両腕をティアの背中へと回して体を固定し、ゆっくりと、カロルが抜き差しをはじめる。

　まだ緩慢な動きだが、突かれるたびにティアの全身が歓喜の声を上げる。さらに蜜がとめどなく溢れ、彼の動きを助けていく。

「ん、あっ、ああ……」

「はぁ、ティア……ティア……」

　目の前にあるカロルの顔からは余裕が消え、呼吸も荒くなってきている。それは、ティアも同様だった。どんどん、心と体が昂りを覚えている。

　動きがだんだんと激しくなり、パン、パン、という衝突音が洞窟に響く。

「あ、あ、カロル……」

「もっと、もっとだよティア……まだ……」

　下から突き上げられ、子宮の辺りが疼く。目の前もチカチカしてきた。

　また、イク瞬間が近づいている。でも今度は……。

「カロル、カロル……一緒に……」

「ああ、もちろんだよ。ティア……」

　カロルと一緒にイキたい。ティアの頭の中は、その思いで支配されていた。それに呼応するように、膣窟がうごめき、カロルの熱を締める。

　熱の高ぶりを示すように、カロルはティアの胸に食らいつく。

　先端を舌で転がしたり、吸ったり。新たな刺激を与えていく。

　下半身に意識を集中させていたティアにとって、それは予想外の快楽だった。

「ふあ、ああっ！」

　もはや、声も我慢できなくなる。カロルの攻めのたびに、ティアは淫らな喘ぎ声を漏らした。

　その声に呼び寄せられたかのごとく、今度は唇が重ねられる。

　舌を絡ませあい、互いの熱を確かめる。熱い。先ほどまでとは比較にならないほど、二人はそれぞれ熱を帯びていた。

　呼吸も荒くなっているからか、すぐに苦しくなって口同士を離す。とろんとした瞳で見つめ合い、息が整うや、すぐにまた口づけを交わした。

　いつの間にかティアも彼の首の後ろに腕をやり、自ら腰を振るようになっていた。

「あ、あ、カロル、カロル！」

「ティア、ティア……！」

　もはや互いに名前を呼び合うだけで、ひたすらに熱を絡め合う。いや、正確にはそれ以上を語る必要がなかったのだ。もはや言葉を尽くさないでも、二人の思いは一つになっている。

　ひときわ、大きな波が体の奥底から込み上げてくる。それに呼応するように、カロルの抽送が激しさを増す。

「ん、んんっ！　カロル、私――」

　カロルと目が合う。その目が細められ、笑った気がした。

「ん、あ――ああああっ！」
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　刹那、ティアの中で込み上げていたものが弾けた。

　それと共に、カロルもまた己の熱を放出する。

　頭が真っ白になる中で、ティアは己の内側がカロルで満たされていくのを感じた。

　支えを失ったように、ティアはカロルのほうに傾き、身を預ける。

　彼の温もりを全身で感じながら、熱の余韻に浸る。

　言葉はない。それでも、心が満たされていくのを感じる。

　カロルが言っていた一体になるというのは、こういう感覚のことをいうのかもしれない。

　とても幸せで、温かい。一人では、決して知ることのできなかった思い。

　いつまでもこのまま、まどろむように二人でとろけあっていたい。

「カロル……ずっと、一緒にいてくださいね……」

　寝言のように、ティアは呟く。

　それを聞いたカロルは、愛おしそうに目を細めながら、ティアの頭を撫でた。

「もちろん、一緒にいるさ。君といるためだったら、僕はどんなことでもしてみせる……」

　どこか決意の滲んだ、カロルの声。

　だが、幸せに浸るティアがそれに気づくことはなく、やがて彼女は、本当に眠りへと落ちていった。
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　ティアが目を覚ますと、見慣れた天井が目に入った。

　家にある、自分の部屋の天井。

　どうやら自分は、ベッドに寝ているらしい。

　疲労感のある体に活を入れて、どうにか上半身を起こす。いつもの夜着は着ておらず、やや厚手のローブに身を包んでいる状態だった。

　魔術師らしく、ティアもローブは何枚か持っているが、これは自分のものではない。カロルのものだ。

「カロ……ル……？」

　記憶がハッキリしない。

　窓へと視線を向けてみれば、日が差し込んできている。感じからすると、まだ午前中だろう。

　昨日はカロルと二人で瞑想をすることになり、洞窟内で求め合い、体を重ねた。そのことは、覚えている。あれは、夢などではない。

　そして、行為の後の多幸感に浸っている間に、ティアは意識を失ってしまった――ということだろう。

　それより後の記憶はないから、カロルが家まで運んで、ベッドに寝かせてくれたのだろう。行き届いたことに、体を清拭して、ローブまで着せてくれて。

　最後の最後で、彼の手をわずらわせてしまった。

　そのことに軽い後悔を覚えつつも、同時に嬉しく思っている自分もいる。

　人の心とは、なんとも難しいものだ。

　そんなことを漠然と考えつつ、ダルさの残る体を動かして、着替えをする。動かすたびに、体の節々にかすかな痛みがある。ただそれも、カロルと愛し合った痕跡だと思えば、愛おしいものだ。

　というか、下手をするとこれがなければ、あの出来事を夢だったのではないか、と疑っていたかもしれない。

「よし……」

　身支度を整えて、カロルのローブを綺麗に折りたたんで持つ。

　カロルは、リビングにいるだろうか。それとも、自室で研究をしているだろうか。

　ああいうことをした後で、これまでのように自然に振る舞えるだろうか。カロルは、それほど変わらないような気もするが。

（まずはお礼を言おう。それから、洗って返すことを伝えて。……昨日のことは、とりあえず口にしないほうがいいよね？　でも、カロルからしてきたらどうしよう……）

　シミュレーションを重ねてみるが、なかなか全ての不安は拭えない。結局、下手にカロルを待たせるほうが失礼だろうと思い、意を決して部屋を出た。

「おはようございます、カロル。あの、このローブ、ありがとうございました――」

　勢いこんで言葉を発してみたものの、リビングにカロルの姿はない。ティアの声は、むなしく霧散する結果となってしまった。

　なんとも、恥ずかしい。ここにいないとすれば、カロルは書斎だ。その彼に、きっと今の声は届いてしまっただろう。

　ただ、彼が部屋から出てこないところをみると、聞こえていなかったという可能性もある。わずかな望みに賭けて気を取り直し、ティアは部屋のドアをノックする。

　しかし、返事がない。

　研究に集中しているのだろうか。だとしたら、邪魔をするのも悪い。

　もう少ししてから改めて声をかけてみようと思い、ドアから離れようとして――ふと、嫌な感じがした。

　カロルが瞑想のときにやっているように、魔術師は自分の近くにある魔力をある程度感知できる。それほどの精度ではないが、ティアもほとんど無意識にそれをやっている。それで彼女は、常にカロルの魔力を感じていた。

　それが今は、何も感じられない。

「カロル！　入りますよ！」

　何事もなかったなら、とにかく謝ればいいだけ。そう決断して、ティアはカロルの部屋の扉を開けた。

　中には、誰もいない。

　とたんに、ティアの頭は回転を始める。あらゆる可能性を考えはじめる。

　また瞑想に行ったのではないか？　村のほうに顔を出しに行ったとか？　結界の様子を見にいったということは考えられないか？

　部屋をうろうろとしながら、彼が行きそうな場所を次々に思い浮かべていく。

　全ては、最も考えたくない可能性から、目を逸らすために。

　やがて彼女がカロルの机に近づいたとき、何かが目の端に映った。

　それは机の上に置かれた、一枚の紙だった。よく見れば「ティアへ」という文字が書いてある。

　ドクン、と心臓が強く鳴った。

　見てはいけないと思った。けれど同時に、見なければいけないと思った。

　ゆっくりと、その紙に手を伸ばす。拾い上げようとしたが、指先が震えてうまくいかない。それでもどうにか持ち上げて、文面へと目を落とす。そこには見慣れたカロルの文字で、短い文章が綴られていた。

　――行ってくる。だけど、すぐに終わらせて戻るよ。全ては、君と一緒にいるために。

「あ、あ、あああ……！」

　声にならない叫びが、ティアの口から漏れる。そのまま彼女は、その場に膝から崩れ落ちた。
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　時は、少しだけさかのぼる。

　洞窟で眠ってしまったティアをベッドへと運んだカロルは、家の外に出て、空を眺めていた。

　すでに夜明けに近い時間で、空は白みはじめていた。

　去っていく夜を惜しむように、カロルは一心に空を見つめている。ぼんやりとして、隙だらけにも見える姿。

　が、近くで足音がしたと思うと、彼は弾かれるようにそちらへと視線を向けた。

「よう、来たぞ」

　やってきたのは、ヴェントだった。

「意外と近くにいたんだな」

　先ほどカロルは、特殊な「手紙」をヴェントに送った。鳥をかたどったそれは魔術師用の特別製で、魔力を込めることで相手のもとに飛んでいく。速度も速く便利に思えるが、相手として指定できるのが、この「手紙」を作った人物だけだから、普及していない。なんでも作成時に込めた魔力を辿る仕掛けらしい。今回の場合は、ヴェントになる。

　――戦場に行く覚悟が決まったら、これを俺に寄こせ。

　以前ヴェントが来たときに、その言葉と共に渡されていたのだ。そしてティアをベッドに寝かせた後、カロルはそれをヴェントへと送った。

「俺の本来の仕事は、戦争にならないよう、各地を駆けずり回ることだからな。いざ戦争になっちまうと、意外と仕事がないんだよ」

　むしろ、厭戦派として国王から遠ざけられる、とヴェントは肩をすくめ、それから真剣な目をしてカロルを見据えた。

「……覚悟は決まったのか？」

「……ああ。ずっと僕は、この戦争で死ぬんだと思ってた。でも、生き残らなきゃいけない理由ができた」

　以前の戦争で、あの女魔術師から言われた言葉。ろくな死に方をしない。それがずっと、頭にこびりついていた。ずっと手を汚してきた空っぽの自分には、ふさわしい末路だと思っていた。

　それでも割り切れるものではなく、自身の身代わりにするつもりでティアを拾ったが、すぐに情がわいてしまった。ならば、やはり自分が戦場に行き、役目を全うする。

　ところが、思いがけずティアと想いが通じ合うことになった。愛される資格などないと思っていた自分を、彼女は愛していると言ってくれた。こうなればもう、死を受け入れることなど、できるはずがない。

「まったく……思い通りにいかないことばかりだ」

「そのわりには、嬉しそうだけどな？」

「……ようやく、あのときのジュールたちの気持ちが、わかった気がするからね」

　守りたいものがある。そのために戦う。それは、こんなにも背中を押してくれることだったのか。けれど、これは同時に――。

「……なぁ、ヴェント。君は、みんなが戦いの前によく、宴会をしてたのを覚えてる？」

「当たり前だろ。俺だって、よく参加してたからな」

「あれの意味も、ようやくわかったよ」

　愛する人と再会するために生き残る。それはとても、強い力を生む。しかしその思いは、なんとしても死にたくないという思いと紙一重だ。

　生き残るという強い思いが出ているうちはいいが、それが死にたくないに変わった瞬間、恐怖にとらわれかねない。

　だから、エドモンやジュールたちは宴会をし、自らを鼓舞していた。互いの愛する人について話し合い、思いを強めていた。

「……大丈夫なんだな？」

「ああ。……大丈夫だ」

「スティーリアには、何も言わなくていいのか？」

「……話をすれば、きっと未練が出るからね。落ち着くまで、君が様子を見てくれ。どうせ暇なんだろう？」

「いいのかよ？」

「業腹だよ。けど、まぁ、うん。消去法で、君、かな」

「……了解。お前を送ったら、すぐに戻ってくるさ」

「僕一人でも、王都までなら問題ないけどね」

「無理すんなよ。王都まで休みなく行くのは、さすがのお前でも辛いだろ」

　たしかに、彼の言うこともまちがってはいない。休み休みならともかく、直接王都まで移動魔術で飛んだとなれば、さすがのカロルでも、着いた直後は疲労感で動けなくなってしまうだろう。英雄と称される人物が、そんな醜態を晒すわけにはいかない。

「……わかったよ」

　下手に騒ぎになっても面倒なので、村人たちにはヴェントから伝えてもらうことにした。英雄が旅立ったとなれば、多少の動揺はあるだろうが、皆じきに受け入れるだろう。

　そう。自分は英雄なのだ。正直、その役割に嫌気がさしている面もあった。それでも、やはり、それだけが自分にできることなのだ。

「……行ってくるよ、ティア」

　大丈夫。彼女への想いがあれば、自分はまだ最強の英雄のままでいられる。

　決意を胸に秘めて、カロルはティアの眠る家に背を向けた。
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　カロルの出立を知ったティアは、村への道を走っていた。

　わかっている。間に合うはずがない。もしカロルが決断をしたなら、移動魔術で王都まで飛んでいったことだろう。だから、村にいるはずがない。

　それでも、見にいかずにはいられなかった。それぐらいしか、自分にできることはないから。

　やがて村に着く。息も絶え絶えな様子のティアを見て、村人たちは目を丸くした。

「スティーリアちゃん？」

「どうしたんだ、いったい」

　すぐに心配そうにしながら、村人たちが集まってくる。

「カロル……カロルは……？」

　思考が回らず、きちんと言葉にできたわけではない。それでも村人たちは、事情を察してくれたらしい。

「カロルさんなら、今朝方王都に向かったって……。ついさっき、王都からの使いって人が教えてくれたんだ。本当に、ついさっきだよ」

「てっきり、スティーリアちゃんは知ってるんだと……」

　村人たちがざわめいている。それでも不思議と、彼らに暗い雰囲気はなかった。

「……だがまぁ、そんなに心配をすることはないよ。カロルさんは、英雄なんだ。必ず、生きて帰ってくる」

「そうよ。スティーリアちゃんに話さなかったのだって、きっと心配がいらないからよ。英雄がそう判断したんだもの。絶対大丈夫よ」

「ああ。それに、英雄のカロルさんが参戦するんだ。今回の戦争も、そう長くはかからんだろうさ。私たちは、信じて待っていればいい」

　みんなが口々に、ティアのことを励ましてくれる。さらに互いに頷き合って、盛り上がっていく。

　誰もが、この国の勝利とカロルの活躍、そしてその生還を信じて疑わない。

　きっと、そういうものなのだ。ティアがわかっていないだけで、この国で暮らす人々にとっては、ごく当たり前のこと。

　英雄カロル・キーニスに敗北はない。それにこの辺りは、戦地からも離れている。だから自分たちは、安心して彼の帰還を待てばいい。

　ティアもまた、いつも通りの生活をしていればいい。少し寂しいかもしれないが、どうせそう長い期間ではないのだ。

「……みなさん。ありがとうございます。すいません、急なことだったので、取り乱してしまって。たしかに、みなさんの言うとおりですね。私も、家でカロルを待つことにします」

　ティアは村人たちを見回しながら、穏やかな笑みを浮かべた。それを見て、村人たちも満面の笑みをつくった。




　それからティアは一人、家への道を歩いていた。

　頭に浮かぶのは、先ほどの村人たちとのやりとり。

　本当に誰もが、英雄カロルの勝利を疑っていなかった。

　彼の弟子として、それは誇らしくはある。

　けれど――。

「なんなの、あれは……？」

　言いようのない気持ち悪さのようなものを、ティアはそこに感じてしまっていた。

　彼らが見ているのは、あくまで「英雄カロル」であって、カロル自身ではないように思えてしまう。

　戦い、手を汚すことに不安や後悔を感じながらも、懸命に英雄としての役割を全うする。そんなカロルの脆い面が、なかったようにされている。

　あるいは、本当に知らないのかもしれない。カロルは、そうした弱みを人に見せることがまるでなかったといっていい。ティアでさえ、それを知ったのはつい最近のことなのだから。

　それとも、知っていて目を逸らしているのだろうか。そこに目を向けてしまえば、彼を戦場に行かせることに罪悪感が生まれてしまう。そうしたら少なくとも、今のような日常は送れなくなる。

　いずれにせよ、だからこそ村人たちは、ティアにも自分たちのように普通に振る舞うことを期待した。カロルの最もそばにいる彼女が深刻な様子では、自分たちの心が休まらないから。

「みんな……勝手なことばかり……」

　それでも結局、自分も村人たちに同調してしまった。

　あれは、正しい判断だったと思う。あの村の人たちとの関係が壊れることを、カロルは決して望んでいない。

　けれど他に、なにか自分にできることはないのだろうか。

　ずっと考えてみているが、まるで何も浮かばない。

　歯がゆい思いをしながら家の近くまで来たところで、人影があることに気がついた。

　一瞬警戒をするが、すぐに覚えのある魔力だと悟る。

「ヴェントさん……」

　その魔力の持ち主の名を呼ぶと、案の定人影が振り向いた。

「スティーリア！　村に行ってたのか？　すまん、すれ違いになっちまったな」

　すれ違いということは、村人たちの言っていた「王都からの使い」とは彼のことだったらしい。

「なにしに……来たんですか……？」

　もうここにカロルはいない。であれば、彼がここに来る理由もないはずだ。

「……お前の様子を見ておくように、カロルに頼まれた。大丈夫か？　顔色がよくないぞ」

「すいません……少し疲れて……」

　あまり彼に構うことなく家の中に入り、ソファに腰かける。彼はしばらく周りをうろうろしていたが、やがて向かいのソファに腰をおろした。

「あー、その、なんだ。何も言わずに出発したのは、カロルも悪かったよ。けど、あいつもあいつなりにいろいろ考えてのことなんだ。だからそこは、わかってやってくれ」

「…………」

　ティアはなんの返答もしない。正直なところ、きちんと耳に届いてもいなかった。

　ヴェントは気まずそうに眉を寄せていたが、やがてまた口を開く。

「そんなに思い詰める必要はない。大丈夫さ。カロルの君を想う気持ちは本物だ。本気で、君のために生きて帰ってこようとしてた。迷いさえなくなれば、あいつは負けないよ。この国の誇る、英雄様なんだからな」

「……あなたまで」

　不意にティアは握りしめていた手を震わせた。ほとんど聞き流しているつもりだったが、ヴェントは今、聞き捨てならないことを言った。

「あなたまで、そんなことを言うんですか……!?」

「お、おい……」

「たしかに、カロルは生きて戻ってくるつもりでいるはずです。それでも、平気で人を傷つけられるはずがない。あの人の迷いは、そんな簡単なものじゃないはずです。それに戦場だって、そんなに甘いものじゃないんでしょう？」

　魔術の世界において、迷いは致命的なものとなる。それは、ほかならぬカロルが口にしていたことだ。それに、昨日のカロルの話ぶりから、戦場が決して甘い場所じゃないことは伝わってきた。カロルですら、わずかな隙が命取りとなる。きっと、そういう世界だ。それなのに、安心などできるはずがない。

　まくしたてたティアにヴェントは苦い顔をしていたが、やがてその目つきが鋭くなった。

「……ああ。君の言うとおりだよ。戦場に絶対はない。カロルだって、必ず生きて帰ってくるとはいえない」

　幼な子に教え諭すように、ヴェントはゆっくりと言葉を紡ぐ。わかっている。自分の言っていることが、子どもじみていることぐらい。だけど、口にせずにはいられなかった。

「……どうして、そんな場所にカロルが、カロルばかりが行かなければならないんですか！」

　別にヴェントだって、カロルを戦場に連れていきたいわけじゃないだろう。彼を責めるように言うのは、筋違いだ。それでも、ティアにとっては、戦争の話を持ってきたのは彼だった。だからつい、声を荒らげてしまう。

「たしかに、俺たちは酷なことをしてるよ。それでも、戦争ってのは国全体の未来を左右するもんだ。あいつは、それを背負うに足る能力を持ってる。そしてそれを、あいつ自身が一番よくわかってる。だからあいつは戦争に行く。嫌々じゃない、あいつの意志でだ！」

　それが、「英雄」というものなのだ。カロルは誰よりその役割を理解し、全うしようとしている。それが、当たり前になっている。

　だけどやっぱり、そんなことはおかしいと思う。

「……カロルを、英雄から解放はできないんですか？」

　思ってしまったからには、口に出さずにはいられなかった。

　ヴェントが、目を丸くする。まさか、そんなことを言い出すとは思わなかった。表情だけで、そんな呆れが伝わってくる。

「……無理だ。英雄から解放されるとしたら、あいつが敗れたときだ。だが戦争で敗れるっていうのは、命を落とすことと同義だ。それは君だって、望んじゃいないだろう。……あとは、戦争がなくなれば」

「戦争がなくなる？」

「いや……すまん。これも現実的じゃない話だ。なにせふっかけてるのは、うちの国だからな。王が方針を変えない限りは、戦争はなくならない」

「王の方針は、変わらないんですか？」

「難しいな。俺だって、戦争に至らないよう、手は尽くしてる。それでも、戦いがこの国に利益をもたらしていることは確かなんだ。だからこの国は、争いをやめられない」

　戦争の勝利は、莫大な利益を国にもたらす。そして、カロルがいる以上、アレス王国はほぼ確実に戦いに勝利することができる。つまり戦争というのは、王にとってはほとんど旨みしかないゲームのようなものなのだ。それを、やめられるはずがない。もし可能性があるとすれば――。

「……やっぱり、カロルが負けるしかない」

「たしかにあいつを超える魔術師が現れたとなれば、王も考えを改めるかもしれないな。だがさっきも言ったように、戦争で敗れれば……あいつは死ぬ」

　つまり理想を言えば、カロルに勝利することができ、かつ彼を殺さずにいてくれるような魔術師がいればいい。

　それこそ、馬鹿げた話だ。しかしそれを考えたとき、一つの覚悟が、ティアの中で固まった。

「……だったら」

　魔術の世界で、迷いやためらいは敗北に直結する。だからまずは、自分の迷いを断ち切るように、ティアは堂々と宣言する。

「――私が、カロルを倒します」

「な……。ま、待て待て、ちょっと待て！」

　先ほど以上にヴェントは驚いて、ソファから落ちそうになる。冗談かと笑い飛ばそうとさえしたが、ティアがまったく表情を動かさないのに気づき、自身も態度を改めた。

「……まさか、敵国にでも渡るつもりか？　それはさすがに、許すわけにはいかないぞ」

　仮に敵国にティアが渡り、カロルに勝利してしまった場合、アレス王国は戦争にも敗れることになる。この国に仕える人間として、それは看過できないだろう。

「そんなことはしません。私が一人で、この国に『戦争』をしかけます。そしてカロルと戦って、彼を取り戻します」

「仮にそれに成功したとしても、国中から追われる立場になるぞ？　それだけじゃない。他の国からだって狙われかねない。安息なんてない。あいつのために、全てを投げ捨てる気か？」

　脅すような口調で、ヴェントは問うてくる。

　ティアはまっすぐに、彼を見つめ続けていた。

「……構いません。私にはなによりも、カロルが大切なんです」

　カロルがいてくれるなら、平穏など手放せる。ティアは、それだけの想いを抱えていた。

　きっとそれは、カロルでさえ気づいてはいなかっただろう。彼はまだまだ、人の気持ちに疎い。

　だからこそ、もっとずっと一緒にいたい。そして、自分の想いを知ってほしい。

　それに……あいさつもなく、自分のことを置いていった。そのことを、ちょっとだけ怒ってやりたい。

「……わかったよ。もう好きにしろ。行くなら急いで王都まで行かないと、カロルがいなくなっちまう」

　もはや観念した、といった態度で、ヴェントが言う。

「ただ……俺はカロルを送ってすぐだからな。まだ移動魔術は使えない。行くなら、君の移動魔術だけで行くことになる」

「大丈夫です。ヴェントさんは、方向だけ教えてください」

　休みなく王都まで移動魔術で移動するのは、カロルでさえふらふらになる行為だ。実際彼も、ヴェントと二人で交代しながら王都に移動した。

　だから、ティア一人で王都まで行けば、へとへとになって、考えを改める。

　ヴェントは、そんなふうに考えていた。
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　村を出発したカロルは、まずはヴェントの魔術に頼り、半分ほどの距離を移動したところで彼とわかれた。

　そこからは自力で移動し、やがて王都へと辿りつくと、しばしの休息をとった。肉体的にはもちろん、精神的にも準備の時間が必要だったのだ。

　宿の一室を借りてベッドに座り、瞑想のときのように深呼吸を繰り返す。

　失った魔力を補充するとともに、王との謁見を前に変に昂った気持ちを静めていく。

　やがて、心身が落ち着いてきたところでカロルは腰を上げ、王宮へと向かった。

　また認識阻害の魔術をかけて歩きつつ、街の様子に目を向ける。

　戦争が間近に迫っていることは、誰もが承知している。けれど、そこに悲観した様子はない。むしろ人々の顔には、期待の色が浮かんでいた。

　――また英雄カロルが、勝利をもたらしてくれる。

　――この戦争はまた、我が国を豊かにしてくれる。

　そうした声を聞くたびにカロルは「期待に応えなくては」と己を鼓舞していく。

　やがて、王宮が見えてきた。最初に来たときには、想像していたよりもこじんまりした建物だと思った。無骨、といえばいいのだろうか。最低限の機能だけを持たせて、それで十分としていた。

　だが、戦争に勝利するたびに王宮は豪華に造り変えられていった。増築をしたり、離宮を建てたり。各建物の外壁にも動植物をかたどった彫刻が彫られ、さらにそれらは金色に装飾された。当然、内装にも贅が尽くされ、各国から集められた壺や絵画が所狭しと並べられている。

　他国に威容を示す、とのことだったが、正直に言えばカロルは昔の建物のほうが好きだった。

　今回は久しぶりの訪問となるが、また建物が大きくなっている気がする。

（あっちの建物は……初めて見るな。それほど住む者もいないだろうに）

　国王は好色な人物でもあり、それなりの愛人を囲っている。そして彼は、新たな愛人ができるたびに新たな離宮を造ってプレゼントしているのだ。やがて彼が愛人に飽きると、その人物は去り、離宮だけが残る。一応、美術館のようにするなど再利用はしているらしいが、それでも持て余し気味になっているらしい。

（しかし……）

　以前のカロルは、そうした王の行いに、たいして興味は抱かなかった。むさぼるように、多くの愛を求める。そういう生き方もあるのか、ぐらいにしか思わなかった。

　だが今は、一人の女性を愛せない王の生き方を、どこかむなしく感じてしまう。

（……僕には、ティアがいればいい）

　彼女のことを思い出して、少し胸の痛みを覚える。彼女に会いたい思いが、こみ上げて切なくなる。

「……エドモンもジュールも、よく平気そうにしてたものだ」

　彼らは、この疼きを抱えて戦場にいたのだ。寂しくなかったはずがない。どんなものにすがってでも、生きて帰りたかったはずだ。

　それでも、彼らはその命を懸けて、任務をやりとげた。それはとても、誇り高い行いだと思う。

　自分の場合はどうなるのだろうか。絶対に生きて帰るつもりだが、果たしてそれは叶うのだろうか。

（まったく……英雄が聞いてあきれる）

　最後にもう一度だけ、ティアのことを抱きしめておけばよかった。今さら、そんなことを考えてしまった。




　王宮に入り、カロルは謁見の間へと通された。すでに認識疎外の魔術はといている。至るところから、自分へと向けられる視線を感じた。

　玉座に鎮座する王を前にして、カロルは臣下のごとくひざまずいた。

　たとえ英雄といえど、王には頭を垂れなくてはならない。

「久しいな……カロル」

　アレス王国の王は、齢六十を越えているはずだ。ところがその堂々たる体躯は衰えることがなく、むしろ若々しくなっているようにさえ見える。

　魔術の才も優れてはいるが、カロルには及ばない。が、もし肉体だけの勝負をするのなら、カロルが膝を屈することになるだろう。

　彼自身、己を鍛えることに喜びを見いだしているふしがある。それは、戦いに通じているからだ。戦いを愛し、現にそれに明け暮れる王、それがアレス王国の王――マルス十四世である。

「遅参の儀……お詫びのしようもなく」

「よい。そなたならば、戦ばたらきですぐに取り返すであろう。であれば、咎める必要などない」

　マルス王の顔には、昂った笑みが浮かんだ。

「久方ぶりの戦よな。まったく、心が躍るというもの」

　彼は、戦いというものを楽しんでいる。が、実際のところ彼自身は戦場に出るわけではない。あくまで、後方から指示をするだけだ。

　鍛え上げた肉体も、魔術師同士の戦いが主な今の戦争では、さして役には立たない。いうなれば彼は、物語や伝説に語られる英雄たちに憧れる子どものようなものだ。見た目を近づけることで、彼らに近づいたつもりでいるのだ。

　だから彼は、戦争を盤上のゲームをするような感覚で語る。

　現場に出るカロルたちからすれば、たまったものではないが、彼の方針が国に利益をもたらしているのも確かだ。

　皮肉なことに、彼の統治の下、アレス王国はかつてない繁栄を手にしている。だからこそ人心が離れることはない。

　これ以上何を望むのか、とカロルは思うが、王をはじめとする人々は、さらなる栄華を求めている。

「して、カロルよ。どれだけの期間を与えれば、そなたは戦に出られる？」

「……すぐにでも」

　カロルは、低い声音で言い切った。実際、早いほうがいいとは思っている。へたに時間をあけると、またティアのことであれこれ悩んでしまいそうだ。

「よかろう。であれば、ただちに皆を集めて出陣式をするとしよう。その後、すぐに前線へと向かってもらうぞ」

「……はっ」

　これでいい。事態が動き出してしまえば、もはや迷う余裕などなくなる。

　自身のスイッチを切り替えるように、カロルは改めて王の前に頭を垂れた。
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「おいおい、冗談だろ……」

　ティアと共に王都へとやってきたヴェントは、信じられないものを見たかのごとく呟いた。

　カロルのときは、ヴェントと二人がかりでの移動だった。カロルは疲労した姿を見せるわけにはいかなかったし、ヴェントは再び村に戻る必要があったからだ。そして途中でカロルとわかれたヴェントは、ティアのもとに戻ってきた。その往復で、だいたい王都への片道を一人で移動するような魔力を消費した。

　自慢ではないが、ヴェントは移動魔術のスペシャリストだ。かなりの速度でかなりの距離を移動できるからこそ、様々な国に赴く外交を担当している。こと移動魔術に限れば、カロルにさえ負けない自信がある。そんな彼でも、村に着いたときにはかなりの疲労感を抱えていた。

　ティアとの話し合いの場面では余裕の態度を繕っていたものの、万が一あの場で彼女が力ずくで何かをしようとしていたら、おそらくは対処できなかった。

　単独での王都への移動魔術行使は、それだけの荒業なのだ。

　だから、ティアは途中で力尽きるだろうと思っていた。仮に王都へたどり着いたとしても、息も絶え絶えな彼女を説得するのは、難しくないと思っていた。

　だが――そう。二人は、すでに王都に着いてしまった。そしてティアは――。

「ふー……」

　着いた直後から、ゆっくりと深呼吸を繰り返している。はじめは、疲労の証拠だと思われた。実際、感知できる彼女の魔力量はかなり減っていた。

　それが今、急速な勢いで回復してきている。あるいはその量は、家から出発したときよりも増えている。

「ふー……」

　これまでティアは、あまり魔力の回復というものを考えたことがない。

　それというのも、一人で生きていたときに、無意識に魔力を補充するということを覚えたからだ。無意識に補充している範囲で、普通に生きているぶんには困らない。多少の魔術だって使える。だから彼女は、それ以上を望まず、カロルが行う「瞑想」のようなことは覚えなかった。

　しかし今のティアは、カロルと戦えるだけの魔力を欲している。

　そしてさらに、彼女は昨日カロルとの「瞑想」を経験した。もしかしたら途中からは正式な方法ではなかったかもしれないが、それでも感覚は得ることができた。

　そうすれば、あと大事なのは、迷いのない意志のみ。

　ティアは、前を見据える。

　目についた高い建物の屋根の上に降り立った二人の前方には、広大な王宮がたたずんでいた。

　以前、カロルと行ったリシェスでも、ここまでの建物は見なかった。

　探知しただけでも、あそこにはかなりの数の魔術師が集まっている。カロルらしき魔力も感じる。いよいよ、出陣が間近に迫っているということだろう。

　それほど、残された時間はない。

「おいスティーリア。これからどうするつもりなんだ？」

　まさか王宮に攻め込むつもりじゃないよな？　という言外の圧力を感じる。

「……そうですね。ヴェントさん。王宮で、人がいないところはありますか？」

　そこから王宮に忍び込んで、カロルとひと目会う。そして、きちんと言葉を交わしたうえで、家に帰る。あるいはヴェントは、そこまでは譲歩しようと思ったのかもしれない。

　意外にも素直に、ひとつの離宮を指さした。

「あそこは今は誰も住んでないし、再利用の計画も出ていない。特に大事なものをおさめてるわけでもないから、見張りもいないだろう。入るなら――」

　離宮からティアのほうへと視線を戻したとき、ヴェントはまた信じられないものを見た。

　彼女の頭上に、巨大な光の球が形成されている。

「……おい、なんだそれ」

「攻撃魔術の練習です。まだ、イメージが固まりきらないので。それから――先制攻撃です」

　以前は「薪割り」などで攻撃魔術を練習していたティアだが、あれは実際にはあまり役に立たなかった。それよりも、あの森でカロルに助けられたときに見た、彼の攻撃魔術。あの光景が、ティアの頭にはしっかりと刻まれている。

　あれをもとにして、ティアは自身の攻撃魔術を組み直した。もはや、光の矢などではない。大砲と称するのすら生ぬるい。ごくまれに、空から飛来するという隕石――それに匹敵するような魔力が、ティアの頭上で編まれている。

「では――いきます」

　そしてそれは、ヴェントが示した離宮へと向けて放たれた。
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　出陣式のさなか、それは起こった。

　突如すさまじい爆音が、王宮を襲った。

　カロルたちは王宮の中の式典の間にいたが、慌てて中庭へと飛び出してくる。

　見れば、一つの離宮が跡形もなく消し飛んでいた。けれど、その周りにはほぼ被害がない。まるで、そこだけを狙いすましたような破壊。それは明らかに、魔術による攻撃だった。

「な、なんだ、敵襲……？」

　珍しく皆と同様に庭まで出てきていたマルス王が、そんな言葉を漏らす。

　カロルは、言葉を失っていた。

　痕跡から、すさまじい魔力による攻撃だとはわかる。だが、これだけの魔力量を持っている人物となると、カロルはたった一人しか知らない。そしてその人物は、この場にはいないはずの人間なのだ。

「まさか……」

　そのとき、周りがざわついた。視線を向けると、一人の魔術師が飛来してくる。

　ローブで見づらいが、それでもカロルにはひと目でわかった。

「ティア……！」

　スティーリア・プルウィ――ティアが、そこにいた。

「何者だ、貴様は！　どこの国の手の者だ！」

　マルス王が声を荒らげる。それでも、ティアは気圧されることなくその場にいる人々を見渡した。

「……私は、どこの国にも属していません。ただ、戦争を憎む者。私の要求は、簡単です。戦争をやめ、カロルを渡しなさい。拒否すれば……私はあなた方の敵となります」

　言葉と共に、ティアが魔力を放出する。それだけで、その場にいた魔術師たちは震え上がった。

　体内に持っている魔力の規模が、違いすぎる。

　目の前の魔術師には、敵わない。それを、魔術師としての本能が感じ取る。

　豪胆で知られるマルス王までが、顔色を失っていた。

　ただ、英雄であれば。

　皆の期待は、自然とカロルに集まる。彼は鋭い目つきでティアを見据えていた。

「ティア……どうしてこんなことを……？」

「私……今回のことで改めて気づいたんです。私は、カロルに守られてばっかりだって」

「それは……師匠と弟子なら、それほど不思議なことではないよ」

　師匠は弟子を守り、育てるもの。その形は、正しいものだ。

「でも……私はもう、それだけじゃ我慢できないんです……！　私は、あなたの後ろじゃない。隣に立ちたいんです！」

　その言葉に、カロルはハッとする。

　カロルは、自分を英雄だと定義づけていた。だからこそ、周りの人たちの一歩前に立って、彼らを守らなくてはいけない、と。

　それにはもちろん、ティアも含まれていた。

　そうするのが、当たり前になっていたのだ。周りの人も、カロル自身も。

　それはとても、孤独なことだった。

　それでもかつて、並び立とうとしてくれた人たちはいた。エドモンやジュールたちがそうだ。

　しかし彼らを失い、カロルは再び孤独になった。そこに今度は、ティアが現れた。

　今度こそ、大事な人を失いたくないと思った。だからこそカロルは、彼女の前に立とうとした。彼女を弱いと決めつけて、大事に大事に守ろうとしていた。

　けれどそれは、彼女から目を逸らしていただけだったのかもしれない。彼女の気持ちを、考えていなかっただけなのかもしれない。

　今目の前にいるティアは、自分が一方的に守る必要があるような、弱々しい存在ではない。

　むしろ、戦争を放棄させることで、自分を守ろうとすらしてくれている。

（ああ、そうか……）

　守るか、守られるか。そういう関係だけではない。守り、支え合う。そういう関係があっても、いいのかもしれない。

　自分の隣に立って、同じ方向を見てくれる人間。

　それがいると思うだけで、心が満たされる。

　拾ったときには、自分と同じように空っぽの目をしていたティア。

　まさか彼女が、ここまで成長してくれるなんて。

（僕も、いつまでも立ち止まっているわけにはいかない……）

　英雄の立場をただ受け入れているだけではダメだ。その立場だからこそ、できることをしないと。

「おい、カロル！　何をしている!?」

　しびれをきらしたように、マルス王の怒号が飛んでくる。ただその顔は、依然として青い。

　そういえば彼は、戦場の空気をほとんど感じたことがない。まして、すさまじい力量の魔術師に直接敵意を向けられたことはない。

　――これが、あなたの大好きな戦場の空気ですよ。

　そんなことを思いながら、カロルは王へと言葉を投げかける。

「王よ。たとえこの国の魔術師が束になったとしても、僕には及ばない。そうですね？」

「あ、ああ。その通りだ、カロル・キーニス。そなたの力は、それほどのものだ。だから、早くそいつを排除してしまえ！」

「――無理です」

「は？」

「……だから、無理です。僕であっても、いえ、僕だからこそ彼女には勝てません」

「な、何を言っている？　何を言っているのだ、カロル!?　先ほど、そなたが口にしたばかりではないか。そなたは、わが国の魔術師全員を相手にしても、勝利できる！　そのお前が、勝てないはずなどないではないか！」

　マルス王は、必死に声を絞り出す。だが、ティアに一瞬睨まれると「ひっ」と一歩後ずさった。

「あなたも優れた魔術師です。それならばわかるでしょう？　彼女は、本当に強い。正直、僕自身も驚いています」

　ティアの魔力量は、カロルすら凌駕している。もともと、魔力量には秀でていたが、彼女はこれまでそれほど多くの魔力を必要としたことがなかった。もっと量が入る容器を持ちながら、決して満タンにはしてこなかった。だからカロルですら、彼女の限界を知らなかった。

　しかも今彼女は、魔力を放出することで周りの魔術師を威嚇しながら、深く呼吸をして魔力をためこんでもいる。これは、カロルが瞑想で行う訓練方法だ。かつて話したことはあったが、彼女はそれをとんでもない次元で行っている。

　仮に彼女と戦うことになったとしても、真っ向からぶつかれば、カロルが押し切られる。

「ば、馬鹿な……。こんな、こんな……」

　マルス王が呆然と呟く。発言などから彼が王だとわかったのか、ティアの敵意が集中する。もはや立っていることさえままならず、王は腰をぬかしてしまった。

「……な、ならばカロル。我らは、どうしたら……」

　すがるように、カロルに問いかけてくる。カロルは、どこか哀れむように笑った。

「……もういいではないですか、王よ。我らは、すでに多くのものを得ました。国の方針を変えるときが来たのです。これからは、他国と友好的な関係を結ぶべきです」

「カロル……？　そなた、本気で言っているのか？」

「本気です。王よ。今あなたは、恐怖を感じているでしょう。もしかしたら、人生で一番の恐ろしさかもしれない。ですがこれは、戦場では日常茶飯事のことです」

　周りを見れば、腰をぬかしているのは王だけだ。他の魔術師たちは、恐怖にさらされながらもティアから目を離さず、どうやって生き延びるかを必死に思考している。怖いという感情に呑まれてしまったら、戦場では生き残れないからだ。それを、経験者である彼らはよくわかっている。

「力だけですべてを手に入れようとしても、いずれは手痛いしっぺ返しをくらいます。そのときの地獄は、きっとこの比ではないですよ？」

　かつての戦場で、女魔術師と対峙したとき。彼女は、自分を憎しみの目で見つめていた。そしてカロルは、この憎しみがいつか自分を殺すと思った。

　それは、国も同じだ。積み重なった憎しみは、やがてこの国を殺すだろう。そのときの地獄は、カロルですら想像ができない。

　それでも、国と一緒に沈むのが、自分の役割と思っていた。しかし、隣に立とうというティアの想いを知った以上は、違う道を進めるようにあがきたい。

「う……あ……」

　最悪の未来を想像してしまったのか、王は呆然とする。

「……僕はもう、この国のためには戦いません。ただもし、あなたが平和への道を模索するというのなら、各国との交渉には、いくらでも協力しましょう」

　カロルは王に背を向け、ティアのもとへと歩いていく。

　魔術師たちは、動きを見せようとはしなかった。

　戦いの日々が、終わる。この国の「当たり前」が変わる。

　それを予感した魔術師たちは、静かにカロルの背中を見送った。

「ティア……」

　彼女の傍まで来たカロルは、その名を呼ぶ。

「カロル……」

　ローブのフードの中の瞳は、潤んでいた。きっと恐怖を必死に噛み殺していたんだろう。実戦に出たことのない彼女が、それを感じていなかったはずはない。

　そんな彼女を、カロルはそっと抱きしめた。

「ごめんよ。心配かけたね……」

「……いいえ。あなたが無事なら、それでいいんです」

　ぬくもりに安心したように、彼女の敵意が消える。それでもなお、周りは動かなかった。

「帰ろう。僕たちの家に……」

　移動魔術を発動すると共に、二人は空へと浮かび上がり、飛んでいく。瞬く間に、その姿は見えなくなった。

　その様子を見届けた魔術師たちは、戦闘に備えて持っていた杖を、まるで価値がなくなったように手放した。
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　満点の星空の下。月の明かりに照らされて、見慣れた二人の家が見えてくる。

　そこに降り立ったとき、ティアは不意に寒気を覚えた。今さらながらにあのとき向けられていた敵意への恐怖が、こみ上げてきたのだ。

　震える彼女を、優しくカロルが抱き寄せる。

「……本当に、すまないことをした。あの空気は、君が知るべきものではなかったのに……」

　カロルをすぐそばに感じて、ようやく気持ちが落ち着いてくる。

　あの空気……敵意に満ちたあの雰囲気を、カロルは戦場の日常茶飯事と言っていた。やはりそれは、自分の知らない世界だった。

「……でもあれは、私が自分で選んだ道ですから」

　なんとか、彼の隣に立ちたいと思った。であれば、あの空気を知れたことは、ティアにとっても大きかった。もう二度と、カロルをあんな場所に送りたくない。その思いを、強くできたから。

「……そうか。君は、本当に強くなったね。僕は、いつのまにか英雄として、君を守ることばかり考えていた。だけど君は、僕の隣に立つと言ってくれた。……とても、嬉しかったよ」

「私は……強くなんてありません。ただ、あなたが大切なんです、カロル」

「ありがとう。僕も、君が大切だよ……」

　どちらからともなく唇を寄せ合い、二人は口づけを交わす。互いの想いを確かめ合うように舌を絡め、深く深く口づける。

　月だけが照らす闇の中で、二人の唾液が混ざり合う音だけが、かすかに響く。

　やがて空気を求めて、二人は離れた。それでも、視線は互いに見つめ合っている。

「……もう、瞑想だなんて言い訳はしないよ。ティア、君を抱きたい」

　ティアは無言で、それに頷いた。

　嬉しげに目を細めたカロルはもう一度キスをしてから、彼女を横抱きにして家の中に入った。そのまま、カロルの寝室へと向かう。

　寝室に着いたところで、ティアはおろされた。まずは邪魔な服を脱ぎ去ってしまいたい。そんな彼の意志が伝わってきた。

　会話を交わすまでもなく、二人は互いの服を脱がし合っていく。カロルに脱がされているということ以上に、自分の手でカロルの裸体を露わにしていっているということに、ティアは強い興奮を覚えた。

　服が脱ぎ終わったところで、ティアはベッドの上に押し倒される。横になったティアの上に、カロルが覆いかぶさる。そういえば、初めて体を重ねたときもこんな感じだった気がする。あのときとは、様々なことが変わったが。

「そういえば、ティア。君が来てくれたのは嬉しかったけど……残念なこともあるんだよ」

　唐突なカロルの言葉に、ティアは「え」と息をのんだ。

　彼は、いたずらっぽい笑みを浮かべる。

「これで、君の美貌と才能が、多くの人の目にふれてしまった。それが、残念でならないよ。やがて僕の弟子であることは知られてしまうだろうし、中には君と何らかの関係を持とうとする連中も、出てくるかもしれない」

「は、はぁ……」

　自分と知り合いになったとしても、たいしてメリットはないと思うが。カロルに近づく踏み台にするということか？

「だからさ……」

　考えるティアに構わず、カロルは体に触れてくる。洞窟で瞑想をしたのは昨日の出来事のはずなのに、ずいぶん久しぶりに触れられた気がする。

「んう……」

　だからだろうか、少し体を撫でられただけなのに、声が漏れてしまった。

　それにカロルは、妖艶な笑みを浮かべる。

「君が誰のものかっていうことを、しっかり刻みつけておかないとね」

　言葉と共にカロルは、ティアの胸に手をやった。ゆっくりと揉みこみながら、一方で体のところどころにキスを落としていく。

　首筋、鎖骨、お腹……。時に吸いつき、時に甘噛みし、彼の痕を至るところに残していく。

「ん、あ、や……」

　そうやって彼の痕跡を残されるたびに、ティアはわずかに悶えた。なんというか、今日は変だ。いつも以上に、体が敏感になっている気がする。

「私、なにか、へ……んああっ！」

　ついに、カロルのキスが胸の先端に落とされた。ちゅっと吸われた瞬間、ティアは快感に体を震わせた。

「ずいぶん、魔力の放出と生成を繰り返したみたいだからね。その影響だろう。『魔力酔い』なんて呼ぶ人もいるよ。体の制御が、少ししにくくなるんだ」

　どこか嬉しそうにしながら、カロルがティアの疑問に答える。それからまた胸を吸われ、ティアは身悶えした。

「んんっ……」

「ようは、体が素直になってしまうということさ。だから安心して、気持ちを委ねればいい」

　何が安心してなのかわからない。カロルの攻めはとどまるところを知らず、また胸を手でいじりだしたと思ったら、今度は唇同士をくっつけてきた。口内をかき回され、ティアは目が回る思いがする。

「ん……ふむ……」

　それでもその中でティアは、自ら舌をカロルのそれに絡めていった。少しでもカロルを感じたい。そんな思いが、とめどなくこみ上げてきている。

　カロルに胸の先端をはじかれ、ティアは体をびくり、と震わせた。それにともない、カロルの舌を逃がしてしまう。

「ふふ……さすがはティア。油断ならないなぁ……」

　カロルの唇が離れたことで、すでにティアは物足りなさのようなものを覚えていた。早くもっと彼を感じたい。そんな疼きが止まらない。

　物欲しそうな目で、カロルを見つめる。その望みに応えるように彼は、ゾクリ、とする笑みを浮かべた。

「なら、少しずつこっちをほぐしていこうか……」

　彼の手が、ティアの秘所に伸びる。そこはもうすでに、とろとろと蜜を出し始めていた。

　彼はしばらく秘裂をなぞっていたかと思うと、不意に蜜芽に触れた。とたんに、しびれるような快感がティアの全身を駆けめぐる。

「んああっ……！」

　それからもカロルは、じらすように秘裂の辺りをなぞりながら、時に蜜芽をいじり、ティアを翻弄する。そうされているうちに、しとどに蜜が溢れてきた。

「そろそろかな……」

　そしてカロルは、指を秘所に挿入した。彼のしなやかな指が、膣窟を掻いていく。

「ん、あ……んん」

　快感がこみ上げるが、同時に物足りなさのようなものも感じてしまう。ティアはもう、もっとカロルを感じられるものがあることを知っている。

「カ、ロル……もっと……」

「まだだよ……もう少し、ほぐさないとね……」

　カロルは体をティアの脚のほうへと移動させ、彼女の両脚を大きく開かせた。

　何をする気か、と彼女が目を見開いたところで、彼の顔が秘部に近づく。

　そのまま彼の舌が、秘裂の中へと侵入してきた。

　指とは違うなんともいえない生温かさに、ティアは身悶えする。

「ん、カロル、や、そんなとこ……ふああっ！」

　あのカロルに、恥ずかしいところを見られている。それどころか、舐められている。そう思った瞬間、ティアの中からまた蜜があふれ出す。

「ふふ、おいしいよ、ティア……。また一つ、君のことが知れた気がする」

　笑みと共にそんなことを言われ、頬が紅潮する。

　ぴちゃ、ぴちゃ、という音が響くたびに、体がどんどん昂ってくる。

「ん、や、カロル……私、もう……」

　達してしまう。そんな予感を告げると、カロルの顔がまた近くに寄ってきた。

「ああ。一度、イクといい。僕は、ここにいるから……」

　すぐそばで、カロルにイクところが見られてしまう。嬉しさと恥ずかしさが同時にこみ上げてきて、ティアはわけがわからなくなってくる。

　そのタイミングで、カロルが蜜芽をはじいた。

「んあ、ああああっ！」

　それを合図にしたように、ティアは絶頂を迎える。

　頭が真っ白になるが、それでも自分の中の一部が、あることを訴えてきているのに気づいた。

　――まだ、物足りない。

　自分はいつから、こんなに貪欲になったのだろうと思う。それでもまだ、カロルを感じたいという衝動が抑えられない。

　いや、それだけじゃない。今満足したのは自分だけで、カロルは満足していないはずだ。

　それは、隣に立つ者として、見過ごすことはできない。

　頭はまだぼんやりしているが、それでもティアはカロルの顔を真っすぐに見る。

「カロル……もっと、私……」

　どこか、舌ったらずな感じの懇願。それでもカロルには伝わったらしく、その言葉が欲しかったと言わんばかりに、彼は口角を上げた。

　彼はティアの脚を再び大きく開かせ、その間に自身の体を滑りこませる。そのまま覆いかぶさるようにしながら、彼の楔をティアの秘裂に近づける。

「挿れるよ、ティア……」

　もう、確かめるまでもなく、ティアはそれを欲している。けれど、確認してくれるのが彼らしい。

「きて、カロル……」

　彼の熱が入ってくる。イッたばかりの体に、それはあまりに刺激的で、すさまじい快楽がティアの全身を巡った。

「ん、ふぁ、ああっ！」

　彼の雄が奥へと進むたびに、びくり、びくり、と体が反応してしまう。

　けれど、ようやく求めていたものを得られた。

　そんな喜びに体が打ち震え、膣窟は収縮を繰り返す。

　その締めつけに、カロルもかすかに顔をしかめた。

　それでも奥のほうまで進んだカロルは、そこから抽送をはじめる。

　ゆるやかなペースから始まって、時に激しく、またゆるめて。

　緩急をつけ、突き上げてくるうちに、カロルの息も上がってくる。

　彼の顔は思いのほか近くにあり、その様子を見ていたティアは胸を高鳴らせた。

「ん、あ、カロル……」

　うわ言のように、彼の名を呼ぶ。

「ティア、ティア……」

　彼もまた、熱に浮かされたように名前を呼ぶ。

　彼の腰の動きはしだいに速くなり、水音と腰を打ちつける音が重奏を奏でる。

　ティアはいつしか、彼の首に腕を回していた。それだけでなく、脚も彼に絡ませている。

　彼を逃がさないように。少しでも、彼を感じられるように。

　二人の顔が近くなり、どちらからともなく啄むように唇を合わせる。それを繰り返すうちに物足りなくなり、だんだん口づけも深くなる。

　口内でも結合部でも、カロルの熱を感じる。いや、全身で彼のことを感じている。

　昨日だって、洞窟の中で陸み合った。それでも、まだまだ満足できない。

　カロルと口づけを交わしながら、自ら腰も動かしていく。

　貪欲。まさにその一言に尽きると思った。

　かつての自分であったならば「浅ましい」なんて言っていたかもしれない。カロルの弟子としてふさわしくあれるように、と必死であったから。

　けれど、今は気にならない。ふさわしいとか、ふさわしくないとか、そんなことはどうでもいいのだ。

　私は――ティアは、カロルと一緒にいたい。心の底から、そう思っている。結局は、そこが大事なのだと思う。

「ん、あ、あ……」

　カロルの抽送は、いよいよ激しくなってきた。顔は少しだけ離れたが、荒くなる呼吸を感じる。

　自分の吐息も、感じてくれているだろうか。

「カロル、カロル、もう……」

「ああ、一緒に……」

　絶頂を互いに予感し、もう一度だけ口づけを交わす。

　それから、カロルの腰が大きく動く。ぱん、ぱんという音が響く。

「や、あ、ああああっ！」

　ティアが絶頂を迎えると共に、カロルもまた熱を放出する。

　どく、どく、という音が聞こえそうなほどに、彼の白濁を注ぎ込まれた。その感覚が、なんとも愛おしい。

　カロルは残った力で楔を引き抜くと、そのままティアの横に倒れ伏した。

　ティアもまた、少しだけ体を動かして彼のほうを見る。すぐに、目が合った。

「カロル……」

「ティア……」

　名前を呼び合いながら、身を寄せ合う。

　絶頂を迎えたばかりだというのに、どうにも愛しさがこみ上げて、また欲しくなってしまいそう。

　でも、その前に――。

「カロル……私たちは、ずっと一緒ですよね？」

　洞窟の瞑想後にも、訊いたこと。その答えを、もう一度聞きたかった。

「……ああ。今度こそ、ずっと君の傍にいるよ。……いや、少し違うな。君にも、ずっと僕の傍にいてほしい。もし何かがあっても、今度は二人で解決していこう。一緒に、やってくれるかい？」

「……ええ、もちろんです。私は、あなたと共にいます」

　抱き合うようにまた身を寄せた二人は、誓いを立てるように額を合わせる。

　そして二人は穏やかな、幸せそうな表情を浮かべたまま、眠りに落ちていった。








エピローグ









　王都には、戦いの中で命を落とした戦没者のための墓地がある。

　今そこを、二人の人間が訪れていた。

「……やぁ、来るのが遅くなってしまったね」

　エドモンやジュール、その他部隊の仲間たちが眠る墓石の列を前に、カロルは腰を下ろした。

　その様子を、ティアは一歩引いたところから見守る。

　ティアが戦争の中止を訴え、カロルを取り戻した日から、二年が経とうとしていた。

　結論から言えば、二人は安息とはほど遠い日々を送っている。

　しかし、戦いがあるわけではない。

　カロルの言葉によって、マルス王が国の方針を転換したのだ。ひたすら武力をチラつかせる外交は終わりを告げ、今では各国と友好的な関係を築こうと努力している。

　自分は、酔ってしまっていた。カロルに外交の協力を要請してきたマルス王は、そんなふうに語っていた。それはきっと、国民や、あるいはカロル自身も同じだ。

　だがその酔いも醒め、アレス王国の人々は今、新たな道を進もうとしている。

　カロルとティアは、国使として様々な国に赴き、各国との交渉を行っている。

　その際、カロルは自らの研究成果を惜しみなく披露し、求められれば自らの持てる知識の全てを提供している。

　魔術はこれまでほとんど、戦いの術として用いられてきた。それを、変えていきたい。

　カロルはその意志の下、各国の魔術師と魔術の利用法について議論を重ねてもいる。

　ティアは、そうした交渉や議論の場のすべてに同席している。ただ一緒にいるだけではなく、彼女なりに意見を発し、独自の研究を進めてもいる。

　ちなみに、マルス王とは一応和解したものの、いまだに怖がられているふしがある。だが、それならそれで、カロルに無茶をさせそうなときは圧をかけられるので、いいと思っている。

　そんなこんなでこの二年間、二人は目まぐるしい日々を送っていた。リシェスの仕立て屋に頼んでいたティアの服も、つい先日ようやく取りにいくことができたほどである。

　ただ、そんな日々もとある理由から落ち着きを得たので、二人は一度報告のため、戦友たちの墓を訪れていた。

「見てくれ、これが僕のティアだ。愛らしいだろう？　あ、君たちはティアと呼ぶなよ。そう呼んでいいのは僕だけだ。君たちは『スティーリア』と呼べ。彼女はすごいんだ。美しいだけじゃなく、魔術師としても優秀で――」

　かつては参加できなかった、恋人自慢。あのときの空白を埋めるように、カロルは語り続ける。

　楽しそうなのは実にいいことだが、真後ろでそれを聞かされている自分はどうしたらいいんだろう、と少しだけティアは思う。他の人たちだって、褒める対象を連れてはいなかっただろうに。

　けれど、そう。愛する者同士が一緒に行動できている、というのは特別感があっていいかもしれない。

「――さて、では今日はこれぐらいにしておこうか」

　ティアがそんなことを考えている間に、カロルが立ち上がった。

「……もういいんですか？」

「ああ。少し、風が出てきたしね。君の体に障るといけない」

　たしかに、少し風が出てきている。でも、むしろ心地いいぐらいで、悪影響になるほどのものではない。

「過保護ですよ」

「そんなことはないさ。本当だったら、もっといろいろ手を尽くしたいところだよ」

　たとえば、とやはり過保護なアイデアを次々に述べているカロルに苦笑しながら、ティアは少し膨らんできた自らのお腹を撫でた。

　今、彼女の中にはもう一つの命が宿っている。

　それが判明したために、二人は休暇をもらうことにしたのだ。

　穴埋めは任せろ、とヴェントが張り切っていた。以前は側近ながらも王に疎んじられていた彼だったが、最近では信頼が厚くなっているらしい。

「僕が父親だぞ？　君たちは、どんな顔するだろうな……」

　嬉しそうに、けれどどこか寂しそうに、カロルは墓石の列に語りかける。

「また来るよ。今度は、子ども自慢もしてやるからな」

　いたずらっぽく笑い、カロルは戦友たちに背を向ける。

　ティアと二人、支え合うようにしながら歩き出す。

「父親……か。想像もしなかったな。これも君に出会えたおかげだ。ありがとう、ティア」

「何言ってるんですか。私だって、あなたに拾われてなかったらどうなっていたか……。こちらこそ、感謝していますよ、カロル」

「ふふ、じゃあ互いに感謝ということで、一緒だね」

「ええ、一緒です」

　二人は身を寄せ合いながら、ゆっくりと道を歩いていく。魔術は使わず、この時間を愛おしむように。

　二人はわかっている。自分たちが、そしてこの子どもが進んでいく道は、決して平らかなものではない。ときには、困難だって立ちはだかるはずだ。

　それでも、二人が一緒なら、家族が一緒なら、どんなことでも乗り越えていける。

　そう、信じている。

　だからこそ二人の顔には、幸せな笑みが広がっていた。

了







あとがき




　はじめまして、あるいはお久しぶりです。秋水あきみずつばめです。

　このたびは数多くの作品の中から本作『親代わりだった魔術の師匠に、愛されてしまいました』をお読みいただき、ありがとうございます。

　英雄的な魔術師カロルと、その弟子であるティアの想いが通じ合うまでの物語、お楽しみいただけたでしょうか。

　この作品では「戦争」というのが一つ重要なキーワードとなっていますが、この話を考え始めた当初は、それをあまり意識していませんでした。

　そもそも、この作品の構想段階で最初に浮かんだのは「師弟関係にある男女が、修行の一環と称して洞窟でイチャイチャする」というものでした。すでにお読みいただいた方はお分かりかと思いますが、あの場面です。

　そこから肉付けをしていくにあたって、「魔術」や「戦争」といった要素が加わっていきました。もしそこで「魔術」ではなく「剣術」などを選んでいたら、今とはまったく違うキャラクター、物語になっていたかもしれません。そう思うと、少し不思議な感じがします。

　ちなみに、作中では「魔術」という表記で統一をしており、「魔法」という表記は使っていません。魔法と魔術の違いについては、様々な解釈があるかと思いますが、本作ではカロルが本を書いているように、ある程度理論づけられた技術となっていることから、「魔術」としています。

　……などと小難しいことを語ってみたものの、この作品のそもそもの発端は洞窟でのイチャイチャなので、いまいち素直になりきれないティアとカロルの恋愛模様をお楽しみいただければ幸いです。

　さて、ここからは謝辞を。

　イラストのみささぎ楓ふう李り先生。このたびは素晴らしいイラストの数々をありがとうございました。カロルの服のデザインも素晴らしく、彼が本編で全裸が多いことが悔やまれます（別に脱ぎたがりではないのですが、なぜでしょう？）。さらに洞窟のシーンも、当初抱いていたイメージを超えるものとなりました。本当にありがとうございます。

　担当編集様、編集部の皆さまにも、大変お世話になりました。今回はプロット段階からお手数をおかけしましたが、粘り強くお付き合いいただき、感謝申し上げます。

　そして何より、この本を読んでくださった全ての読者様に、心よりの感謝を。

　またお目にかかれる日が来るよう、これからも精進してまいります。




　二〇二四年四月吉日　

　秋水つばめ
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